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1
そ
の
共
同
体
運
動
と
し
て
の
性
格
に
つ
い
て

渡

邊

申イ

エルザス・オルテナウの農民戦争（渡洋）

【
要
約
】
　
ド
イ
ツ
農
民
戦
争
に
つ
い
て
は
、
近
年
、
共
同
体
運
動
と
し
て
の
性
格
の
重
要
性
が
強
調
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
い
る
。
こ
こ
で
は
共
同
体
的

な
組
織
性
が
も
っ
と
も
発
展
し
て
い
た
と
さ
れ
る
エ
ル
ザ
ス
・
オ
ル
テ
ナ
ウ
地
方
の
事
例
を
と
り
あ
げ
て
、
運
動
の
経
過
、
要
求
、
組
織
の
検
討
か
ら
共

同
体
運
動
と
し
て
の
性
格
に
つ
い
て
考
察
し
た
。
そ
の
結
果
、
こ
の
地
方
で
は
共
同
体
の
再
生
に
よ
っ
て
自
己
の
権
益
を
守
ろ
う
と
し
た
富
農
層
を
中
心

と
し
て
、
早
く
か
ら
運
動
が
組
織
化
さ
れ
た
こ
と
に
特
徴
が
あ
り
、
聖
書
主
義
、
と
く
に
教
会
の
共
同
体
原
理
に
基
づ
い
て
改
革
の
実
現
を
主
張
し
て
い

た
こ
と
を
確
認
し
た
。
同
時
に
そ
れ
は
彼
ら
の
利
害
を
反
映
し
、
下
層
農
民
の
不
満
を
押
さ
え
込
む
形
で
進
め
ら
れ
て
い
た
こ
と
、
さ
ら
に
「
教
会
の
共

同
体
理
念
」
そ
の
も
の
が
都
帯
と
農
民
と
の
雌
飴
・
対
立
を
生
み
出
し
た
こ
と
を
指
摘
し
た
。
　
　
　
　
　
　
史
林
八
【
巻
四
号
　
一
九
九
八
年
七
月

は
　
じ
　
め
　
に

ド
イ
ツ
農
民
戦
争
に
つ
い
て
は
、
近
年
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
①

と
く
に
共
同
体
運
動
と
し
て
の
性
格
の
重
要
性
が
強
調
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
い
る
。

実
際
、
農

民
戦
争
の
舞
台
と
な
っ
た
地
方
の
特
色
と
し
て
は
、
都
市
の
発
展
、
教
会
領
の
多
さ
、
帝
国
領
の
広
が
り
な
ど
と
と
も
に
、
農
村
共
同
体
の
発

展
が
あ
げ
ら
れ
る
。
都
市
社
会
な
ど
と
の
関
係
に
注
目
し
て
農
民
戦
争
を
「
平
民
の
革
命
」
と
と
ら
え
た
ブ
リ
ッ
ク
レ
と
そ
の
グ
ル
ー
プ
は
、
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農
村
に
も
宗
教
改
革
運
動
が
展
開
し
、
農
民
戦
争
も
そ
の
延
長
上
に
あ
る
、
そ
し
て
都
市
と
農
村
の
い
ず
れ
の
運
動
に
お
い
て
も
共
同
体
が
重
　
3
5



要
な
役
割
を
果
た
し
た
と
し
て
、
「
共
同
体
的
宗
教
改
革
」
と
い
う
見
解
を
提
示
す
る
に
至
っ
て
い
る
。
農
村
共
同
体
の
持
つ
意
義
の
重
要
性

は
、
南
ド
イ
ツ
で
唯
一
農
民
戦
争
の
舞
台
と
な
ら
な
か
っ
た
バ
イ
エ
ル
ン
地
方
で
は
共
同
体
が
弱
体
で
あ
っ
た
と
い
う
状
況
か
ら
も
傍
証
さ
れ

　
　
　
　
　
　
　
　
②

る
、
と
い
う
の
で
あ
る
。

　
こ
の
よ
う
な
ブ
リ
ッ
ク
レ
な
ど
の
見
解
の
問
題
点
と
し
て
は
、
教
会
史
・
神
学
史
的
に
農
民
戦
争
と
宗
教
改
革
の
関
係
を
十
分
に
解
明
で
き

て
い
な
い
、
都
帯
社
会
と
農
村
と
の
関
係
に
つ
い
て
支
配
・
従
属
関
係
や
利
害
の
競
合
関
係
等
が
軽
視
さ
れ
て
い
る
、
と
く
に
農
村
共
同
体
に

つ
い
て
人
口
圧
や
市
場
経
済
の
展
開
の
下
で
既
に
進
ん
で
い
た
農
民
層
分
解
、
貧
農
と
富
農
と
の
対
立
の
影
響
の
大
き
さ
を
軽
視
し
て
い
る
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
③

と
い
っ
た
点
が
あ
げ
ら
れ
て
い
る
。
農
民
の
運
動
が
朱
曾
有
の
規
模
に
展
開
し
た
条
件
と
し
て
、
共
同
体
が
ど
の
よ
う
な
性
格
を
も
つ
も
の
と

し
て
位
置
づ
け
ら
れ
る
の
か
、
具
体
的
に
明
ら
か
に
さ
れ
る
必
要
が
あ
る
の
で
あ
る
。
本
稿
で
は
、
こ
の
問
題
を
、
エ
ル
ザ
ス
・
オ
ル
テ
ナ
ウ

地
方
の
農
民
戦
争
の
事
例
か
ら
、
農
村
共
同
体
と
農
民
戦
争
と
の
関
係
を
中
心
に
考
察
す
る
こ
と
に
し
た
い
。

　
農
民
戦
争
の
実
態
が
き
わ
め
て
地
方
差
の
大
き
い
も
の
で
あ
っ
た
こ
と
は
、
既
に
明
ら
か
に
さ
れ
て
き
た
こ
と
だ
が
、
中
で
も
エ
ル
ザ
ス
・

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
④

オ
ル
テ
ナ
ウ
地
方
の
農
民
戦
争
は
、
共
同
体
的
な
組
織
が
も
っ
と
も
発
展
し
た
と
評
価
さ
れ
て
い
る
も
の
で
あ
る
。
エ
ル
ザ
ス
地
方
は
、
地
溝

帯
に
よ
り
南
の
高
地
エ
ル
ザ
ス
と
北
の
低
地
エ
ル
ザ
ス
に
分
け
ら
れ
、
そ
れ
ぞ
れ
運
動
の
展
開
を
異
に
し
た
。
北
エ
ル
ザ
ス
は
、
司
教
領
を
中

心
に
小
領
地
の
分
裂
状
態
に
あ
り
、
～
五
二
五
年
四
月
以
降
、
農
民
団
の
中
で
も
最
も
発
達
し
た
共
同
体
組
織
を
も
っ
て
約
一
箇
月
の
激
し
い

運
動
を
展
開
し
た
後
、
ロ
ー
ト
リ
ン
デ
ン
公
に
よ
る
虐
殺
を
み
た
。
～
方
、
南
エ
ル
ザ
ス
地
方
は
、
ハ
ー
プ
ス
ブ
ル
ク
領
と
修
道
院
領
が
中
心

で
、
こ
ち
ら
で
の
運
動
は
、
戦
闘
と
交
渉
の
経
過
の
の
ち
、
一
五
二
五
年
秋
ま
で
継
続
し
た
。
ま
た
同
じ
司
教
区
に
属
す
ラ
イ
ン
対
岸
の
オ
ル

テ
ナ
ウ
地
方
は
、
小
領
地
に
分
裂
し
た
状
態
に
あ
っ
た
が
、
運
動
は
南
エ
ル
ザ
ス
に
類
似
し
た
展
開
を
み
た
。
し
た
が
っ
て
こ
の
地
域
の
事
例

を
考
察
す
る
こ
と
は
、
共
同
体
組
織
の
実
態
、
領
邦
体
制
と
の
関
係
の
問
題
を
検
討
す
る
上
で
有
意
義
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

　
と
こ
ろ
で
こ
の
地
方
の
農
民
戦
争
に
つ
い
て
は
、
従
来
、
宗
教
改
革
と
の
関
係
、
農
民
団
の
組
織
性
、
準
備
の
状
況
を
巡
っ
て
評
価
が
分
か

れ
て
い
た
。
フ
ラ
ン
ツ
は
、
エ
ル
ザ
ス
で
は
ブ
ン
ト
シ
ュ
ー
の
革
命
思
想
の
影
響
下
、
蜂
起
の
組
織
化
と
動
員
が
長
期
に
わ
た
っ
て
準
備
さ
れ
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エルザス・オルテナウの農民戦争（渡邊）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑤

た
と
し
て
宗
教
改
革
の
影
響
を
低
く
評
価
し
た
。
こ
れ
に
対
し
ロ
ッ
ト
は
、
農
民
の
革
命
の
原
因
を
ブ
ン
ト
シ
ュ
ー
の
結
果
で
は
な
く
、
農
民

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑥
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑦

の
階
層
分
化
、
帝
国
の
政
治
、
宗
教
改
革
に
よ
る
と
し
、
ツ
ィ
ム
マ
ー
マ
ン
も
、
宗
教
改
革
説
教
が
革
命
の
要
因
と
す
る
。
さ
ら
に
ド
ラ
ン
ジ

ェ
は
、
福
音
の
宣
教
が
農
民
の
要
求
実
現
の
契
機
に
な
っ
た
と
す
る
一
方
、
農
民
に
周
到
な
準
備
は
な
く
、
単
純
に
裁
判
区
ご
と
に
農
民
が
集

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑧

ま
っ
た
だ
け
で
あ
る
と
、
組
織
性
を
低
く
評
価
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

　
し
た
が
っ
て
、
ま
ず
検
討
の
焦
点
を
、
共
同
体
の
組
織
性
の
実
態
、
と
く
に
穏
健
派
と
急
進
派
の
実
態
に
あ
て
て
考
察
し
、
そ
こ
か
ら
原
因

に
つ
い
て
も
探
っ
て
い
く
こ
と
に
し
た
い
。
と
い
う
の
は
、
従
来
の
こ
の
地
方
の
農
民
戦
争
の
諸
研
究
は
、
穏
健
派
と
急
進
派
の
対
立
と
い
う

図
式
を
こ
の
地
方
に
つ
い
て
も
指
摘
し
、
こ
れ
は
農
民
団
の
組
織
性
の
、
さ
ら
に
は
蜂
起
の
原
因
と
し
て
の
農
民
層
分
解
の
評
価
、
ひ
い
て
は

農
民
運
動
全
体
の
性
格
の
評
価
に
大
き
く
関
わ
っ
て
き
た
。
し
か
し
あ
ら
た
め
て
検
討
し
て
み
る
と
、
こ
の
地
方
で
は
両
派
の
対
立
と
い
う
図

式
は
さ
ほ
ど
明
瞭
で
は
な
く
、
し
た
が
っ
て
こ
の
地
方
の
運
動
の
評
価
も
変
え
ざ
る
を
え
な
い
と
考
え
る
か
ら
で
あ
る
。

①
ド
イ
ツ
農
民
戦
争
の
研
究
動
向
に
つ
い
て
は
、
さ
し
あ
た
り
拙
稿
「
ド
イ
ツ
農

　
民
戦
争
研
究
の
視
点
と
課
題
」
門
京
都
府
立
大
学
学
術
報
告
・
人
文
㎞
四
七
号
、

　
～
九
九
五
、
前
向
良
爾
門
ド
イ
ツ
農
民
戦
争
史
研
究
』
九
州
大
学
出
版
会
、
～
九

　
九
八
、
と
く
に
序
章
を
参
照
。

②
℃
．
じ
d
腎
鉱
ρ
Q
§
§
魯
・
さ
、
ミ
ミ
§
り
6
。
。
タ
℃
．
じ
づ
訂
。
箆
①
甲
旨
凋
§
幽
。
。
。
7

　
（
騨
。
・
σ
q
．
）
甲
き
ミ
ミ
§
ミ
蔚
㍉
鴨
、
§
肉
§
ミ
O
専
韓
貯
、
謀
貯
、
§
頓
食
ミ
9
、
ミ
喬
～
、
ミ
㍑
o
誌
・

　
ら
隷
♂
聖
衆
ミ
郵
ゆ
r
・
疑
Φ
津
Φ
）
仏
①
○
。
り
他
。

③
前
掲
拙
稿
、
他
O
「
N
ぎ
ヨ
㊦
毒
塁
p
U
冨
①
更
象
同
9
σ
q
Φ
q
霧
じ
づ
窪
賃
蒔
膏
σ
Q
。
・

　
ぎ
鰻
ω
縞
．
ヨ
冒
N
臨
§
諒
ら
専
ミ
鳶
、
ミ
偽
勲
8
ミ
簿
露
寒
吻
Q
二
日
》
無
論
窮
お
伊

　
一
㊤
○
。
メ
ω
．
郎
ρ
塑
ω
o
乾
び
濤
同
曽
O
o
ヨ
ヨ
量
跳
ω
昼
¢
凱
く
①
冨
巴
0
躰
Φ
α
q
o
蔓
。
門

　
匡
①
o
一
〇
α
Q
8
蹴
O
o
濤
ぎ
g
～
旦
ミ
§
識
§
N
§
ミ
蓉
卜
ω
メ
一
り
逡
参
照
。

④
ρ
綿
雪
N
甲
U
賃
ゆ
書
曾
艮
二
Φ
α
q
営
匹
。
。
践
目
貫
9
無
ミ
§
譜
・
肉
・
§
嵩
－
§
自
－

　
鱒
§
N
寒
き
・
9
ミ
§
鱗
全
一
⑩
刈
取
ψ
①
刈
■

⑤
串
目
撃
b
ミ
憲
§
§
b
ご
§
馬
、
、
尋
農
5
＞
巳
‘
6
。
。
企
ω
」
驚
画
邦
訳

　
『
ド
イ
ツ
農
民
戦
争
』
寺
尾
・
中
村
・
前
間
・
田
中
訳
、
未
来
社
、
一
九
八
九
年
、

　
二
一
五
頁
。

⑥
旨
．
菊
。
齢
ρ
じ
、
》
a
し
・
鎧
幕
ω
g
ω
げ
。
霞
α
Q
①
。
冨
①
彦
山
Φ
『
O
¢
㊦
語
匹
Φ
。
。

　
勺
避
ω
き
ω
．
貫
ミ
“
奪
竃
絵
篤
讐
琳
凡
§
翁
ミ
§
、
苛
暴
く
。
一
．
一
甲
一
り
。
。
◎

⑦
O
■
N
ぎ
馨
§
碧
p
魯
ミ
リ
ψ
お
O
．

⑧
写
．
U
。
墜
⇒
α
Q
①
さ
ぎ
霧
需
。
一
島
討
2
①
霞
①
q
①
ω
暦
象
g
。
蕊
－
一
．
。
お
臼
。
募
㌣

　
鋤
o
p
儒
β
ω
〇
三
⑪
く
Φ
罎
Φ
艮
曽
ぎ
讐
寒
蕊
蹴
閉
果
織
舞
一
〇
α
り
．
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運
動
の
経
過
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従
来
、
ド
イ
ツ
農
民
戦
争
に
お
け
る
農
民
の
組
織
化
と
運
動
の
展
開
に
つ
い
て
は
、
二
つ
の
局
面
が
指
摘
さ
れ
て
き
た
。
当
初
は
交
渉
に
よ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
①

る
解
決
を
目
指
し
た
比
較
的
穏
健
な
運
動
が
行
な
わ
れ
、
そ
の
後
、
急
進
的
な
展
開
を
み
た
と
さ
れ
る
の
で
あ
る
。
エ
ル
ザ
ス
地
方
の
農
民
戦

争
に
お
い
て
も
、
こ
の
二
つ
の
局
面
が
あ
る
と
さ
れ
て
き
た
が
、
具
体
的
な
点
で
は
見
解
が
分
れ
て
い
る
。
そ
れ
は
こ
の
地
方
の
農
民
戦
争
の

開
始
を
、
四
月
二
日
と
み
る
か
、
そ
れ
と
も
四
月
一
六
日
以
降
と
み
る
か
、
と
い
う
点
に
端
的
に
現
わ
れ
る
。
す
な
わ
ち
、
ツ
ィ
ム
マ
ー
マ
ン

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
②

ら
は
、
開
始
を
一
五
二
五
年
四
月
二
日
と
し
、
四
月
＝
侮
日
以
後
急
進
的
な
段
階
に
入
っ
た
と
し
て
い
る
。
他
方
、
フ
ラ
ン
ツ
、
ラ
ッ
プ
、
ビ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
③

シ
ョ
ッ
フ
ら
は
、
開
始
を
四
月
～
六
日
と
し
、
各
地
で
修
道
院
が
攻
略
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
四
月
下
旬
を
急
進
的
段
階
と
す
る
。
後
者
の
見

方
で
は
、
急
進
化
の
評
価
は
相
対
的
に
小
さ
く
な
り
、
し
た
が
っ
て
マ
ル
ク
ス
主
義
史
学
な
ど
が
採
る
、
急
進
化
に
対
す
る
「
富
農
層
の
裏
切

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
④

り
」
が
農
民
敗
北
の
要
因
と
す
る
見
解
は
重
要
で
な
い
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
ま
ず
こ
の
問
題
つ
い
て
、
運
動
の
経
過
か
ら
検
証
し
て
み
よ
う
。

　
一
五
二
五
年
四
月
二
B
の
事
件
は
、
北
エ
ル
ザ
ス
し
u
鎚
H
領
国
Φ
田
α
q
魯
簿
Φ
ヨ
の
住
民
た
ち
が
、
鐘
を
鳴
ら
し
て
集
ま
り
、
主
の
言
葉
を
聞

き
た
い
も
の
は
教
会
に
来
ね
ば
な
ら
ぬ
、
と
雷
明
し
、
シ
ュ
ト
ラ
ー
ス
ブ
ル
グ
の
俗
人
説
教
師
ツ
ィ
ー
グ
ラ
ー
ρ
曽
Φ
σ
Q
｝
2
を
説
教
師
と
し

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑤

て
選
任
し
た
、
と
い
う
も
の
で
あ
る
。
四
月
六
日
付
け
の
シ
ュ
ト
ラ
ー
ス
ブ
ル
ク
市
宛
、
領
主
ツ
ィ
ー
グ
ラ
ー
客
N
δ
σ
q
冥
目
の
書
簡
に
よ
る

と
、
四
月
二
日
に
同
地
ゲ
マ
イ
ン
デ
（
村
落
共
同
体
）
の
指
導
者
「
名
望
あ
り
誓
約
せ
し
村
民
」
の
レ
オ
ン
ハ
ル
ト
図
．
ピ
Φ
o
夢
鋤
冨
は
、
「
そ
の

配
下
の
者
た
ち
」
と
共
に
C
・
ツ
ィ
ー
グ
ラ
ー
に
説
教
さ
せ
よ
う
と
し
た
。
こ
の
時
、
シ
ュ
ト
ラ
ー
ス
ブ
ル
ク
の
領
村
民
が
関
与
し
て
い
た
、

　
　
⑥

と
い
う
。
そ
し
て
翌
日
、
領
主
の
命
令
で
シ
ュ
ル
ト
ハ
イ
ス
（
八
代
に
相
当
）
が
レ
オ
ン
ハ
ル
ト
た
ち
を
捕
縛
し
よ
う
と
す
る
と
、
近
隣
農
村

の
住
民
数
百
名
が
駆
け
付
け
、
彼
ら
の
釈
放
を
要
求
し
た
た
め
、
領
主
は
逮
捕
を
断
念
し
た
。
農
民
側
は
一
二
名
の
委
員
会
を
作
っ
て
交
渉
す

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑦

る
～
方
、
福
音
に
役
立
ち
た
い
者
は
集
会
に
集
ま
る
べ
し
と
呼
び
か
け
た
。
こ
の
よ
う
に
報
告
し
て
い
る
。
さ
ら
に
ゆ
0
2
。
F
O
葺
。
芦
ω
ρ

乞
鋤
ぴ
○
お
b
d
2
爵
書
房
≦
巴
Φ
同
Ψ
そ
し
て
○
げ
禽
魯
艮
Φ
冒
市
の
郊
外
区
ζ
Φ
嵩
α
q
器
ω
①
の
住
民
達
が
、
国
○
訂
筈
霞
α
Q
（
ω
け
○
縣
一
国
①
口
）
”
蜜
Φ
働
Φ
§
雪
甲
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⑧

瞥
Φ
お
↓
凄
嘗
Φ
準
き
ω
窪
修
道
院
（
い
ず
れ
も
ゆ
霞
と
○
葺
9
の
間
）
を
略
奪
す
る
計
画
を
し
て
い
た
と
い
う
報
告
も
あ
る
。

　
次
に
四
月
～
一
日
付
け
司
教
宛
の
執
事
長
（
智
8
び
く
自
○
σ
①
匿
8
げ
と
芝
。
に
く
§
い
9
。
乱
ω
げ
2
α
Q
）
の
報
告
書
を
み
て
み
よ
う
。
四
月
六
日
に

切
。
霞
。
芦
○
葺
。
罫
ω
曾
窯
餌
σ
o
♪
し
σ
9
浮
碧
島
≦
Φ
一
｝
Φ
お
国
H
置
σ
q
路
蝕
P
b
σ
Φ
白
鼠
≦
泣
Φ
H
”
園
。
ω
警
Φ
一
β
u
o
島
ω
冨
一
日
そ
の
他
の
農
民
約
六
〇
〇
名

が
、
緑
・
赤
・
白
の
旗
を
持
っ
て
集
ま
り
、
領
主
ツ
ィ
ー
グ
ラ
ー
に
説
教
師
ツ
ィ
ー
グ
ラ
ー
を
釈
放
さ
せ
、
9
霞
。
嘗
と
ω
け
．
ご
Φ
畠
p
葺
修
道

院
を
略
奪
し
そ
の
備
蓄
物
を
飲
食
し
た
。
九
日
に
は
ω
戸
い
冨
聾
違
警
の
農
民
た
ち
の
切
0
9
ω
畠
出
身
の
指
導
者
は
、
枝
の
主
日
に
説
教
を
し

な
か
っ
た
の
で
説
教
師
を
罷
め
さ
せ
る
、
と
主
張
し
た
。
他
に
も
農
民
た
ち
に
は
U
o
厳
し
・
冨
冒
で
二
、
三
千
人
以
上
を
集
め
て
要
求
箇
条
を

ま
と
め
る
計
画
が
あ
り
、
ま
た
切
目
。
。
畠
。
｛
ω
冨
ぎ
の
農
民
は
「
古
く
か
ら
持
っ
て
い
た
要
求
と
同
じ
」
内
容
を
求
め
た
。
》
く
①
一
路
①
ぎ
》
ω
巳
貫

U
p
浮
Φ
《
ヨ
の
農
民
は
賦
役
の
廃
止
（
た
だ
し
賦
役
代
納
金
は
払
う
）
を
要
求
し
た
と
伝
え
、
全
体
的
な
要
求
と
し
て
彼
ら
に
キ
リ
ス
ト
者
の
自
由

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑨

を
宣
教
す
る
ル
タ
ー
派
説
教
師
を
求
め
て
い
る
、
と
い
う
報
告
で
あ
る
。

　
し
た
が
っ
て
、
農
民
の
問
で
は
、
既
に
四
月
二
日
以
前
か
ら
広
範
な
改
革
運
動
が
組
織
的
に
展
開
さ
れ
、
代
納
金
の
支
払
い
な
ど
も
含
め
た

交
渉
に
よ
る
要
求
の
実
現
を
図
っ
て
お
り
、
一
部
で
は
既
に
修
道
院
の
武
力
攻
撃
な
ど
の
強
硬
策
も
計
画
さ
れ
て
い
た
と
み
て
よ
い
。
次
に
四

月
一
六
日
の
》
一
凱
。
眺
の
事
件
に
至
る
経
過
と
、
そ
の
間
の
「
急
進
化
」
の
実
態
を
み
て
い
こ
う
。

　
ま
ず
八
月
一
日
付
け
の
村
民
カ
ウ
フ
マ
ン
＜
．
図
き
欝
ゆ
毒
の
弁
明
書
が
あ
る
。
彼
は
四
月
四
日
○
葺
○
簿
で
の
会
合
に
参
加
、
そ
の
場
に

は
他
の
村
民
や
説
教
師
（
改
革
派
説
教
師
プ
ロ
イ
ン
リ
ン
》
’
華
華
巳
冒
か
）
も
参
会
し
て
お
り
、
四
月
九
日
に
さ
ら
に
協
議
す
る
こ
と
が
決
定
し

⑩た
。
U
o
飯
野
Φ
ぎ
の
シ
ュ
ル
ト
ハ
イ
ス
の
ギ
ン
ス
国
．
O
駐
ω
は
、
村
民
を
威
嚇
し
て
○
葺
。
＃
で
の
九
日
の
集
会
に
参
加
を
命
じ
た
。
集
会

に
は
富
村
代
表
が
集
ま
り
委
員
会
を
組
織
、
説
教
師
を
招
い
て
（
新
旧
両
派
の
）
討
論
会
を
行
う
こ
と
が
決
ま
り
、
結
果
を
u
o
磁
路
鉱
ヨ
の
シ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑪

ユ
ル
ト
ハ
イ
ス
と
全
共
同
体
員
に
伝
達
し
た
と
い
う
。

　
ま
た
四
月
～
二
日
付
け
北
港
ル
ザ
ス
の
ラ
ン
ト
フ
ォ
ー
ク
ト
（
帝
国
代
官
）
メ
ル
ス
ベ
ル
ク
国
き
甲
智
8
げ
く
○
ロ
竃
0
2
ω
σ
Φ
H
α
q
の
シ
ュ
ト

ラ
ー
ス
ブ
ル
ク
市
参
事
会
宛
の
書
簡
に
よ
れ
ば
、
U
。
濠
ω
訂
ぎ
の
農
民
が
扇
動
し
て
、
四
月
一
七
、
一
八
日
に
男
。
路
Φ
冒
郊
外
の
ω
骨
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い
①
o
夢
p
箆
修
道
院
で
蜂
起
を
計
画
し
て
い
る
。
こ
の
時
点
で
既
に
農
民
た
ち
は
、
隊
長
頃
窪
記
田
8
、
参
謀
く
Φ
注
虐
げ
、
小
隊
長
≦
少
げ
巴

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑫

等
の
リ
ー
ダ
ー
役
を
選
出
、
軍
規
を
定
め
、
「
魂
よ
り
も
肉
の
解
放
と
自
由
を
考
え
る
」
要
求
箇
条
を
策
定
し
て
い
る
、
と
伝
え
て
い
る
。
こ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、
　
　
　
　
⑬

の
史
料
に
つ
い
て
は
ツ
ィ
ム
マ
ー
マ
ン
が
信
愚
性
を
疑
問
と
し
て
い
る
が
、
具
体
的
な
論
拠
は
あ
げ
て
い
な
い
。
こ
こ
で
は
シ
ュ
ル
ト
ハ
イ
ス

を
中
心
に
共
同
体
を
基
礎
と
し
た
農
民
団
の
組
織
化
が
進
め
ら
れ
て
い
る
こ
と
を
認
め
て
よ
い
で
あ
ろ
う
。

　
次
に
四
月
一
五
日
付
け
U
。
決
ω
冨
一
日
に
派
遣
さ
れ
た
シ
ュ
ト
ラ
ー
ス
ブ
ル
ク
市
参
事
会
員
ベ
ト
シ
ョ
ル
ト
窯
．
切
皿
8
げ
。
＝
の
報
告
書
が

　
⑭
あ
る
。
四
月
一
四
日
、
U
O
難
鴇
Φ
冒
で
は
プ
ロ
イ
ン
リ
ン
が
説
教
し
、
近
隣
か
ら
も
多
く
の
参
会
者
を
集
め
た
。
ベ
ト
シ
ョ
ル
ト
が
そ
こ
に

到
着
し
た
時
、
プ
ロ
イ
ン
リ
ン
の
説
教
に
会
衆
約
一
〇
〇
名
が
入
り
き
れ
ず
に
教
会
か
ら
溢
れ
て
い
た
。
住
民
ば
か
り
で
な
く
余
所
か
ら
の
参

会
者
も
い
た
た
め
、
彼
は
民
衆
の
前
で
語
る
こ
と
を
拒
否
し
、
シ
ュ
ル
ト
ハ
イ
ス
ら
に
こ
こ
の
住
民
の
み
を
集
め
さ
せ
て
か
ら
、
住
民
の
農
民

集
会
へ
の
参
加
を
叱
責
、
関
与
を
禁
じ
た
。
こ
こ
で
村
々
で
委
員
会
を
組
織
し
た
こ
と
が
言
及
さ
れ
て
い
る
。
ベ
ト
シ
ョ
ル
ト
は
委
員
会
に
選

ば
れ
た
二
名
の
村
民
代
表
ビ
ル
ケ
ル
し
d
口
留
一
と
コ
ウ
フ
マ
ン
囚
。
鼠
導
き
（
前
述
カ
ウ
フ
マ
ン
と
同
一
人
物
か
）
に
会
い
、
こ
れ
に
シ
ュ
ル
ト
ハ

イ
ス
の
ギ
ン
ツ
ェ
ン
国
弩
ω
○
一
軍
N
窪
（
前
述
ギ
ン
ス
と
同
一
人
物
か
）
が
同
席
。
彼
ら
は
、
他
の
多
く
の
者
と
集
会
に
参
加
し
た
が
、
福
音
と
神

の
言
葉
を
保
持
す
る
た
め
に
集
ま
っ
た
の
で
あ
り
、
不
正
な
こ
と
は
何
も
聞
か
ず
、
む
し
ろ
い
ず
れ
の
公
権
に
も
服
属
す
る
も
の
だ
と
聞
い
た
。

そ
し
て
O
O
濠
昌
Φ
ぎ
で
会
合
予
定
が
あ
る
、
と
弁
明
し
た
。
両
名
は
、
委
員
会
に
悪
意
は
な
い
こ
と
、
自
分
達
を
悪
し
様
に
言
う
も
の
が
い

る
の
で
正
誤
を
明
ら
か
に
す
る
た
め
、
新
旧
爾
派
の
神
学
者
を
集
め
て
討
論
会
を
行
い
た
い
こ
と
、
そ
の
際
に
は
、
シ
ュ
ト
ラ
ー
ス
ブ
ル
ク
市

参
事
会
も
参
加
し
て
欲
し
い
こ
と
、
を
述
べ
た
。
ベ
ト
シ
ョ
ル
ト
は
、
討
論
会
に
つ
い
て
は
自
分
に
は
権
限
が
な
い
と
し
た
上
で
、
武
器
を
用

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑮

い
ぬ
こ
と
、
お
上
に
服
従
す
る
こ
と
、
を
改
め
て
伝
え
て
帰
途
に
つ
い
た
、
と
記
し
て
い
る
。

　
そ
の
後
の
展
開
は
、
シ
ュ
ト
ラ
ー
ス
ブ
ル
ク
市
の
ス
パ
イ
、
ジ
ー
ラ
ー
鼠
幽
ω
胤
曾
が
報
告
し
て
い
る
。
翌
＝
ハ
日
、
農
民
は
再
び
】
）
○
堅

誹
ぽ
融
に
集
ま
っ
た
。
説
教
に
は
さ
ら
に
多
く
の
聴
衆
が
訪
れ
、
シ
ュ
ヴ
ァ
ー
ベ
ン
農
民
の
「
＝
薔
条
」
朗
読
を
プ
ロ
イ
ン
リ
ン
に
要
求

し
た
が
、
彼
は
拒
否
し
た
。
そ
こ
に
司
教
が
類
。
一
坐
①
巨
で
説
教
し
た
二
名
の
改
革
派
司
祭
と
シ
ュ
ト
ラ
ー
ス
ブ
ル
ク
市
民
の
靴
屋
一
名
を
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拘
引
し
た
と
い
う
知
ら
せ
が
届
き
、
農
民
は
激
昂
し
、
新
た
に
糧
食
長
囚
蓉
げ
魯
臼
魚
琢
9
、
酒
保
長
囚
Φ
一
一
①
§
Φ
一
肩
魯
、
主
馬
長
胃
。
け
基
督
ω
－

§
を
選
出
、
ζ
巴
Φ
導
蝕
β
齪
8
導
Φ
一
日
》
○
お
。
・
N
鼠
一
9
村
の
者
も
含
め
、
三
〇
〇
名
ほ
ど
が
武
装
し
て
、
≧
凱
。
紘
の
修
道
院
を
攻
撃
、
占

　
　
　
　
　
　
⑯

拠
し
た
、
と
い
う
。

　
四
月
一
七
日
付
け
シ
ュ
ト
ラ
ー
ス
ブ
ル
ク
市
宛
の
農
民
団
の
書
簡
は
、
彼
ら
の
大
義
は
福
音
を
求
め
る
の
み
と
し
、
改
革
派
の
釈
放
を
求
め
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑰

と
凱
。
ほ
で
の
討
論
会
の
開
催
、
討
論
会
へ
の
改
革
派
説
教
師
の
招
聰
と
援
助
を
求
め
て
い
る
。
同
日
付
け
の
「
≧
凱
○
臥
に
配
下
集
結
せ
し

農
民
集
会
と
金
ゲ
マ
イ
ン
デ
の
金
て
の
キ
リ
ス
ト
者
の
部
隊
と
と
も
に
」
指
導
者
ゲ
ル
バ
ー
O
Φ
ま
2
か
ら
「
シ
ュ
ト
ラ
ー
ス
ブ
ル
ク
の
兄
弟

と
説
教
師
」
宛
て
の
書
簡
で
も
同
様
に
、
彼
ら
の
行
動
は
神
の
言
葉
を
明
ら
か
に
す
る
た
め
だ
け
で
あ
る
、
と
し
て
彼
ら
へ
の
協
力
を
要
請
し

　
　
⑱

て
い
る
。

　
さ
ら
に
四
月
一
八
日
、
シ
ュ
ト
ラ
ー
ス
ブ
ル
ク
の
説
教
師
カ
ピ
ト
芝
■
○
巷
沖
。
、
ブ
ッ
ツ
ァ
ー
ζ
・
じ
O
郎
0
2
、
ツ
ェ
ル
ζ
．
N
①
に
の
説
得
工

作
に
つ
い
て
、
お
そ
ら
く
四
月
一
九
日
頃
に
カ
ピ
ト
が
記
し
た
と
さ
れ
る
報
告
が
あ
る
。
そ
れ
に
よ
る
と
、
彼
ら
は
≧
a
o
猟
に
集
ま
っ
た
農

民
に
対
し
て
強
く
解
散
を
勧
告
し
た
が
、
大
半
は
失
望
し
て
聞
か
な
か
っ
た
。
ま
た
農
民
団
の
首
領
の
一
部
は
市
参
事
会
の
使
節
と
の
交
渉
に

傾
い
た
が
、
指
導
者
た
ち
は
「
ハ
ー
ナ
ウ
領
の
農
民
団
は
免
罪
の
保
証
を
得
て
い
な
い
」
の
で
、
彼
ら
と
の
連
帯
か
ら
共
同
す
る
、
と
し
て
農

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑲

民
団
を
再
編
し
た
、
と
し
て
い
る
。

　
以
上
の
よ
う
な
経
過
か
ら
、
四
月
｝
四
日
前
後
の
展
開
に
つ
い
て
は
、
農
民
の
組
織
化
、
行
動
内
容
は
そ
れ
以
前
か
ら
一
貫
し
て
い
た
と
み

て
よ
い
。
た
し
か
に
こ
の
時
点
に
お
い
て
、
改
革
派
説
教
師
と
農
民
と
の
意
図
の
相
違
や
離
間
を
確
認
で
き
、
ツ
ィ
ム
マ
ー
マ
ン
ら
は
こ
れ
を

運
動
が
急
進
化
し
た
と
す
る
見
方
の
論
拠
と
し
て
い
る
。
し
か
し
農
昆
団
が
、
メ
ラ
ー
が
明
ら
か
に
し
た
宗
教
改
革
の
導
入
方
式
で
あ
る
「
公

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳

開
討
論
会
」
の
開
催
を
求
め
て
い
る
点
は
、
運
動
原
理
の
点
か
ら
み
て
急
進
化
と
い
え
ず
、
チ
ュ
ー
リ
ヒ
の
例
か
ら
見
て
も
、
む
し
ろ
都
市
の

領
域
宗
教
政
策
と
の
齪
鶴
と
と
ら
え
る
べ
き
性
格
の
も
の
で
あ
ろ
う
。

　
ま
た
一
八
日
に
説
教
師
の
説
得
を
受
け
て
解
散
し
よ
う
と
し
た
グ
ル
ー
プ
と
、
運
動
を
継
続
し
よ
う
と
し
た
グ
ル
ー
プ
と
に
つ
い
て
は
、
構
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成
な
ど
詳
細
は
不
明
で
、
あ
ら
た
に
選
出
さ
れ
た
指
導
者
た
ち
を
「
急
進
派
」
と
措
定
で
き
る
に
と
ど
ま
る
。
し
か
し
彼
ら
の
主
張
内
容
は
、

他
地
域
で
見
ら
れ
た
よ
う
な
領
主
制
打
倒
な
ど
の
よ
り
徹
底
し
た
目
的
の
追
求
で
は
な
く
、
仲
間
の
免
罪
の
保
証
が
な
い
と
い
う
組
織
上
の
要

　
　
　
　
⑳
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳

■
請
で
あ
っ
た
。
こ
の
点
は
指
導
者
ゲ
ル
バ
ー
の
後
の
書
簡
か
ら
も
確
か
め
ら
れ
る
。
し
た
が
っ
て
「
急
進
派
」
の
台
頭
と
か
、
運
動
の
急
進
化

と
い
う
見
方
は
、
こ
の
時
点
で
は
で
き
な
い
と
考
え
る
。

　
そ
の
後
、
農
民
の
蜂
起
は
周
辺
各
地
に
波
及
し
、
四
月
一
九
日
、
》
一
a
o
ほ
に
続
い
て
、
エ
ル
ザ
ス
中
部
の
ζ
鋤
霞
ω
営
庭
露
禽
近
郊
、
南
部

の
国
鋤
α
q
魯
讐
周
辺
、
お
よ
び
ω
§
島
σ
q
鋤
≦
地
方
、
同
じ
司
教
区
に
属
す
ラ
イ
ン
河
対
岸
の
9
8
欝
¢
地
方
に
も
蜂
起
が
拡
が
っ
て
い
っ
た
。

こ
の
よ
う
な
状
況
に
対
し
、
領
主
側
は
、
司
教
ホ
ー
ン
シ
ュ
タ
イ
ン
≦
■
く
8
口
○
霧
け
Φ
ぼ
と
帝
国
代
官
ラ
ッ
ボ
ル
ト
シ
ュ
タ
イ
ン
類
’
＜
8

卿
巷
℃
。
一
鋒
Φ
膨
が
、
そ
れ
ぞ
れ
マ
イ
ン
ツ
と
シ
ュ
ヴ
ァ
ー
ベ
ン
同
盟
に
出
張
し
て
不
在
、
ま
た
兵
力
も
不
十
分
で
対
応
で
き
な
か
っ
た
。
蜂

起
は
急
速
に
拡
大
し
、
五
月
初
旬
に
か
け
て
各
地
の
修
道
院
が
襲
撃
・
略
奪
さ
れ
て
い
っ
た
。
そ
の
際
、
食
料
、
ワ
イ
ン
等
が
糧
食
と
し
て
奪

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑬

わ
れ
、
ま
た
賃
租
台
帳
な
ど
が
滅
却
、
聖
画
像
や
祭
具
な
ど
が
略
奪
さ
れ
た
こ
と
が
各
地
の
記
録
に
記
載
さ
れ
て
い
る
。
フ
ラ
ン
ツ
や
ラ
ッ
プ

ら
の
主
張
す
る
「
急
進
的
」
局
面
で
あ
る
。

　
し
か
し
こ
こ
で
も
農
民
団
の
運
動
方
針
・
原
理
に
大
き
な
変
化
は
認
め
ら
れ
な
い
。
農
民
団
指
導
層
は
都
市
や
領
主
に
対
し
、
依
然
と
し
て

交
渉
に
よ
る
打
開
を
模
索
し
て
お
り
、
そ
こ
で
は
「
聖
職
者
以
外
の
何
者
に
も
危
害
を
加
え
る
つ
も
り
は
な
い
」
と
繰
り
返
し
て
主
張
し
て
い

　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑮

る
こ
と
か
ら
判
断
で
き
る
。
世
俗
領
主
の
城
へ
の
攻
撃
は
、
農
民
団
に
不
足
し
て
い
た
武
器
・
火
薬
を
狙
っ
た
事
例
な
ど
、
例
外
的
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳

ま
た
城
自
体
は
略
奪
せ
ず
、
財
務
台
帳
の
み
を
奪
っ
た
例
な
ど
も
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳

　
こ
の
よ
う
な
展
開
を
み
た
一
因
と
し
て
は
、
貴
族
・
領
主
ら
が
い
ち
早
く
都
市
へ
避
難
し
て
い
た
こ
と
や
、
こ
の
地
方
の
下
級
領
主
層
に
は

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳

シ
ュ
ト
ラ
ー
ス
ブ
ル
ク
市
の
都
市
門
閥
や
そ
の
親
族
が
多
数
い
た
こ
と
、
近
隣
の
バ
ー
ゲ
ン
・
フ
ァ
ル
ツ
領
で
は
聖
職
者
と
と
も
に
世
俗
領
主

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳

も
当
初
か
ら
攻
撃
さ
れ
て
い
る
が
、
こ
の
例
と
比
べ
る
と
エ
ル
ザ
ス
・
オ
ル
テ
ナ
ウ
で
は
郡
下
が
少
な
か
っ
た
と
い
う
特
徴
が
あ
る
こ
と
、
な

ど
を
原
因
と
し
て
推
定
で
き
る
。
し
か
し
同
時
に
、
農
民
団
側
の
姿
勢
、
彼
ら
の
目
的
が
第
一
に
教
会
関
係
に
向
け
ら
れ
て
い
た
こ
と
も
重
要
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な
要
因
と
し
て
推
定
で
き
る
。

　
す
な
わ
ち
、
同
じ
く
隣
接
す
る
バ
ー
ゲ
ン
天
領
で
は
、
農
民
団
は
ほ
と
ん
ど
行
動
し
な
か
っ
た
が
、
こ
こ
で
は
伯
フ
ィ
リ
ッ
プ
が
宗
教
改
革

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳

に
寛
容
な
政
策
を
と
っ
て
お
り
、
～
方
修
道
院
等
も
近
隣
と
比
べ
少
数
で
小
さ
か
っ
た
。
こ
の
事
例
や
先
の
バ
ー
ゲ
ン
・
フ
ァ
ル
ツ
の
事
例
か

ら
み
て
、
エ
ル
ザ
ス
・
オ
ル
テ
ナ
ウ
の
農
民
団
で
教
会
・
修
道
院
が
ま
ず
標
的
と
さ
れ
、
世
俗
領
主
に
対
し
て
は
慎
重
で
あ
っ
た
こ
と
は
、
こ

の
地
域
の
農
民
が
明
確
な
目
的
意
識
を
も
っ
て
い
た
こ
と
を
推
測
さ
せ
る
。

　
教
会
、
と
く
に
修
道
院
が
攻
略
さ
れ
、
資
産
を
略
奪
、
租
税
台
帳
な
ど
を
棄
却
さ
れ
た
り
し
た
「
急
進
的
」
と
さ
れ
る
局
面
に
お
い
て
、
農

民
団
は
、
具
体
的
な
要
求
と
し
て
公
開
討
論
会
の
開
催
や
聖
職
者
の
妻
帯
、
お
よ
び
共
同
体
に
よ
る
聖
職
者
の
選
任
・
扶
養
を
要
求
し
、
実
施

を
は
か
っ
て
い
た
。
こ
れ
ら
は
、
メ
ラ
ー
や
ブ
リ
ッ
ク
レ
ら
が
宗
教
改
革
の
共
同
体
的
な
性
格
を
指
摘
す
る
論
拠
で
あ
る
、
「
教
会
の
共
同
体
」

原
理
と
呼
ば
れ
る
も
の
に
基
づ
く
行
動
と
と
ら
え
ら
れ
る
。
こ
う
し
た
共
同
体
理
念
が
組
織
と
し
て
主
張
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
、
先
の
よ
う
な

運
動
方
針
の
一
貫
性
を
生
み
出
し
た
と
考
え
ら
れ
る
の
で
な
い
か
。
こ
の
点
が
、
こ
の
地
方
の
農
民
団
の
運
動
の
性
格
を
と
ら
え
る
手
が
か
り

に
な
ろ
う
。

　
も
う
～
つ
の
問
題
と
し
て
、
ベ
ン
ジ
ン
グ
な
ど
は
、
五
月
｝
二
日
か
ら
一
四
日
の
N
魯
①
ヨ
包
囲
か
ら
一
六
日
の
ロ
ー
ト
リ
ン
デ
ン
公
軍
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳

到
着
に
よ
る
決
戦
に
お
い
て
、
農
民
団
で
は
穏
健
派
と
急
進
派
と
が
対
立
し
、
こ
れ
が
敗
北
の
要
因
と
な
っ
た
と
し
て
い
る
。
し
か
し
穏
健
派

と
急
進
派
の
具
体
的
な
実
態
は
論
証
さ
れ
て
お
ら
ず
、
論
拠
も
確
認
で
き
な
い
。
こ
の
戦
い
に
関
す
る
史
料
、
と
く
に
詳
細
な
く
。
涛
属
の

報
告
か
ら
は
、
五
月
ニ
朝
日
に
公
の
軍
勢
が
接
近
す
る
と
、
都
市
出
身
の
者
や
複
数
の
体
液
が
農
民
団
か
ら
逃
亡
を
図
っ
た
こ
と
を
伝
え
て
い

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑫

る
の
が
手
が
か
り
と
な
る
程
度
で
あ
る
。
決
戦
前
夜
に
つ
い
て
は
、
ゲ
ル
バ
ー
ら
が
休
戦
交
渉
を
し
た
際
、
入
質
一
〇
〇
名
を
出
す
と
い
う
条

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳

件
を
め
ぐ
っ
て
紛
糾
し
た
、
と
あ
る
の
み
で
、
こ
れ
も
詳
細
は
不
明
で
あ
る
。
管
見
の
限
り
、
他
の
地
方
で
の
よ
う
な
社
会
階
層
に
よ
る
方
策

の
相
違
や
個
別
交
渉
、
裏
切
り
行
為
を
示
す
記
録
は
認
め
ら
れ
な
い
。
内
部
対
立
は
あ
っ
た
と
し
て
も
、
恐
怖
・
パ
ニ
ッ
ク
に
よ
る
混
乱
と
い

っ
た
と
こ
ろ
が
実
態
か
と
思
わ
れ
る
。
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以
上
、
こ
の
地
方
の
農
民
戦
争
の
経
過
か
ら
は
、
ツ
ィ
ム
マ
ー
マ
ン
な
ど
が
指
摘
す
る
よ
う
に
、
四
月
二
日
の
行
動
を
も
っ
て
農
民
運
動
が

顕
在
化
し
た
と
認
め
ら
れ
、
フ
ラ
ン
ツ
な
ど
の
見
解
は
修
正
さ
れ
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
四
月
一
四
日
以
後
、
運
動
が
急
速
に
拡
大
し
た

が
、
そ
の
間
に
指
導
層
の
交
代
と
か
穏
健
派
と
急
進
派
の
対
立
は
明
確
で
は
な
く
、
む
し
ろ
農
民
団
の
要
求
・
行
動
に
は
｝
貫
性
が
認
め
ら
れ

た
。
教
会
・
聖
職
者
に
は
当
初
か
ら
急
進
的
改
革
を
求
め
、
都
市
や
領
主
な
ど
世
俗
領
主
に
対
し
て
は
～
辛
し
て
穏
健
・
妥
協
的
で
あ
る
。
し

た
が
っ
て
全
体
と
し
て
は
四
月
二
日
以
前
か
ら
の
、
農
村
で
の
宗
教
改
革
運
動
と
の
連
続
性
を
認
め
ら
れ
る
。
こ
の
よ
う
な
運
動
の
連
続
性
か

ら
は
、
宗
教
改
革
と
農
民
戦
争
と
を
一
つ
の
運
動
と
し
て
と
ら
え
る
ブ
リ
ッ
ク
レ
ら
の
主
張
の
有
効
性
を
認
め
ら
れ
る
だ
ろ
う
。
も
ち
ろ
ん
、

彼
ら
の
分
析
視
角
の
有
効
性
を
認
め
る
に
は
、
宗
教
改
革
運
動
と
農
民
団
と
の
陸
標
・
理
念
の
一
致
の
確
認
が
必
要
で
あ
る
。
つ
ぎ
に
こ
の
点

を
検
証
し
て
み
よ
う
。

①
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．
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件
N
＼
＜
o
σ
q
一
Φ
び
　
ミ
§
ミ
ミ
鴨
　
O
題
ら
ミ
き
贈
　
譜
、
　
寒
ミ
防
急
§

　
き
慧
寒
零
ミ
簿
§
肉
き
簿
ミ
§
る
〉
虞
一
」
㊤
○
。
卜
。
曽
ω
』
認
で
も
同
様
の
見
解
を
と

　
っ
て
い
る
。
匿
℃
①
8
さ
じ
⑦
竃
碧
鋤
筈
韓
O
一
ゆ
讐
Φ
三
N
冨
α
q
δ
「
篇
戸
肉
遷
～
、
偽
駄
5
挙

　
§
・
貯
㌧
ミ
§
愚
ミ
遣
ミ
ミ
ミ
喧
鴨
竃
魯
一
㊤
総
も
．
鷺
ω
－
駆
も
、
視
点
を
異
に
す
る
が
、

　
同
じ
時
期
を
急
進
化
と
す
る
。

③
即
欝
斜
b
ミ
譜
ミ
動
§
し
d
ミ
へ
§
N
ぎ
郵
ω
」
禽
画
寄
忘
’
§
ミ
も
」
＆
冒
Q

　
し
d
冨
畠
。
｛
戸
じ
餌
α
q
g
講
Φ
匙
Φ
ω
唱
婁
。
。
濫
ω
Φ
二
≧
器
8
」
戸
b
鴨
抗
し
冒
ミ
§
謡
神
議
轟
ミ
ミ

　
ミ
ら
ぎ
匙
勲
縁
蔦
§
’
田
。
・
σ
q
■
＜
．
男
U
9
同
9
一
㊤
○
。
も
。
u
G
o
■
ま
Q
。
．

④
　
運
動
の
展
開
の
詳
細
に
つ
い
て
は
、
卜
亀
O
ミ
、
ミ
翁
3
防
§
二
一
㎝
卜
。
㎝
り
Φ
臼
〉
．

　
≦
O
一
一
訂
㊦
芦
巳
誤
所
収
の
各
論
稿
参
照
。

⑤
◎
竃
、
N
§
憩
ミ
O
§
ミ
9
置
鼓
冨
N
導
き
b
d
山
．
メ
露
ω
銚
ス
以
下
◎
O
B
轟
ダ

　
一
㊤
㎝
㊤
寓
吋
■
O
Q
ト
つ
．
＞
P
ヨ
■

　
　
　
り

⑥
◎
O
録
し
盟
■
」
0
0
P
客
H
．
。
。
N
閏
鑓
貫
b
鴨
、
憲
§
§
し
曽
ミ
ミ
、
尋
糞
蒙
§
㌣

　
ぴ
§
気
（
以
下
国
鳶
§
腎
§
N
》
一
Φ
①
○
。
響
署
噌
．
①
ρ
ω
■
邸
O
O
．

⑦
軍
雪
押
寒
§
“
§
叙
子
■
①
ρ
ω
』
O
憎
ぎ
ミ
§
為
恥
9
、
、
患
§
§
寝
寒
、
砺
ミ
ミ

　
9
鳶
ゆ
餅
ミ
領
咄
ミ
N
蝕
ミ
ミ
譜
、
肉
§
、
ミ
ミ
§
Ψ
曄
の
σ
q
’
＜
o
づ
串
≦
長
u
こ
ら
一
甲

　
一
G
。
G
。
N
（
以
下
、
Ω
惨
塵
払
H
．
一
⑩
b
。
’

⑧
◎
Q
碍
翼
爵
’
し
㊤
α
P
宰
「
ω
N
定
温
鐸
慧
§
贈
§
匁
寄
．
①
①
一
の
．
卜
。
O
ド

　
㌔
○
跨
■
署
門
．
一
り
糟
■

　
　
　
り

⑨
即
き
斜
出
鳶
§
建
盈
寄
．
①
メ
ω
■
卜
。
O
P

⑩
㌔
Ω
塗
』
戸
器
ρ

⑪
㌔
Ω
路
・
甲
審
’
G
。
悼
P
ω
」
c
。
ω

⑫
㌔
Ω
胡
“
率
」
8
．

⑬
そ
の
根
拠
と
し
て
当
時
の
共
同
体
の
要
求
か
ら
見
て
霊
と
肉
と
の
峻
稠
は
不
可

　
能
で
あ
る
こ
と
、
ま
た
こ
の
時
点
で
は
市
当
局
の
治
安
対
策
が
有
効
で
あ
っ
た
と

　
い
っ
た
こ
と
を
指
摘
す
る
の
み
で
、
反
証
を
挙
げ
て
い
な
い
。
N
巨
ヨ
㊦
§
き
戸
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愚
．
9
昏

⑭
℃
Ω
下
り
津
」
㊤
9

⑮
℃
Ω
塗
”
津
」
り
ρ
ω
．
δ
㊤
．

⑯
、
Ω
携
』
「
」
㊤
9
ぴ
Φ
ω
こ
ω
．
＝
卜
。
”
ぎ
ヨ
．
封
旨
芝
．
ご
σ
9
§
り
G
§
§
§
駄
b
d
禦

　
趣
§
一
。
。
①
ρ
ω
．
ω
一
〇
．
こ
れ
に
関
す
る
史
料
と
し
て
、
一
七
日
の
司
教
か
ら
市
参
事

　
会
宛
て
の
書
簡
で
は
、
乏
。
冥
ず
鉱
ヨ
で
礼
拝
を
乱
し
た
円
冨
。
げ
ω
鉱
と
ω
畠
邑
蜂

　
と
は
、
シ
ュ
ト
ラ
ー
ス
ブ
ル
ク
市
と
関
係
の
な
い
も
の
で
、
後
者
は
す
で
に
釈
放

　
し
、
自
ら
農
民
に
説
明
さ
せ
、
解
散
す
る
よ
う
伝
え
さ
せ
た
、
と
あ
る
。

　
嚢
■
冥
「
．
一
〇
刈
．

　
　
　
り

⑰
、
Ω
器
‘
等
篇
O
。
。
．

⑱
㌔
Ω
銘
セ
同
．
当
り
．

⑲
℃
Ω
路
．
咽
審
』
O
封
ω
■
＝
9
》
p
ヨ
」
■

⑳
ゆ
’
ζ
。
亀
g
N
三
昌
α
q
｝
砂
書
。
。
讐
馨
ご
器
p
旦
N
蝕
鍔
ミ
二
丁
、
恥
§
噂
蔓
－
恥
畢

　
爆
ミ
帽
醤
、
沁
笥
S
愚
象
ミ
ら
ミ
9
漆
嵩
。
嵩
時
急
鴨
餌
黛
無
N
ミ
鎧
q
①
り
一
〇
日
ρ
①
ρ
一
〇
“
♪
℃
咀

　
し
づ
露
。
江
ρ
Q
馬
ミ
免
貯
譜
、
心
　
、
ミ
霜
翫
ミ
劃
げ
Φ
G
α
3
ω
．
ゆ
賦
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⑳
、
Ω
曇
霞
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』
O
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⑳
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鴇
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」
O
♪
6
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⑳
P
ω
需
。
察
F
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O
亀
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浄
9
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9
楠
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跨
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ぴ
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魯
一
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Q
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G
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＼
P
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9
ト
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ト
つ
α
ρ

　
詑
O
メ
も
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卜
ρ
㎝
c
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”
図
．
田
巳
Φ
罷
Φ
戸
N
N
馬
・
O
題
§
ら
ぎ
曇
b
u
§
§
N
ぎ
蓉
§
的
幾
・

　
起
出
離
寝
冴
さ
貯
謡
黛
一
〇
Q
O
Q
《
ω
’
ω
醸
．
甲
○
題
q
ミ
S
贈
誉
9
，
，
～
§
織
園
§
b
臨
浸
ミ
§
馬
§
Y

　
潤
【
の
α
q
「
く
「
〆
国
p
器
v
し
d
傷
鯉
冨
Φ
ρ
箔
「
’
ω
ρ
6
っ
’
㎝
O
｛
」

⑳
　
五
月
三
〇
日
の
ズ
ン
ト
ガ
ウ
な
ど
南
陽
ル
ザ
ス
の
農
民
団
と
領
主
と
の
和
解
協

　
定
で
は
「
蜂
起
は
も
と
も
と
聖
職
者
の
富
に
対
し
て
…
…
行
わ
れ
、
農
民
は
正
当

　
な
意
図
を
持
っ
て
い
た
と
思
わ
れ
る
の
で
」
と
記
さ
れ
て
い
る
。
潤
α
・
隷
Φ
匡
①
♪

　
N
袋
、
9
鶏
ミ
魯
紺
§
b
o
黛
ミ
ミ
瀞
識
蓉
岩
蟹
職
翫
起
題
§
鳶
財
魚
倉
昌
蝕
ω
．
ω
吋
‘

⑮
た
と
え
ば
巴
㊦
o
瀞
口
舞
Φ
冒
城
の
攻
略
、
略
奪
が
伝
え
ら
れ
て
い
る
が
、
そ
の

　
理
由
に
は
こ
の
城
に
武
器
、
火
薬
が
蓄
え
ら
れ
て
い
た
こ
と
が
あ
っ
た
。
回

　
渕
。
障
∬
〉
ぎ
馬
め
竃
N
§
ミ
ミ
b
馬
ミ
帖
翻
霜
魯
罫
尉
篇
富
、
譜
ミ
b
d
馬
ミ
こ
芯
識
匪
賊
ミ
9
N
隷
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肉
ぎ
勲
ψ
卜
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志
・
修
道
院
長
の
城
な
ど
は
攻
略
さ
れ
た
。
O
．
し
d
一
ω
o
ず
。
算
U
．
ぎ
。
・
霞
－

　
H
①
o
訟
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只
見
価
遂
◎
鵠
p
㊦
匹
①
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㎝
①
け
冨
窟
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二
日
痺
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①
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懸
軌
｝
，
禽
。
お
§
§
篇
ミ
7
Q
蕊
ぴ
窪
ミ
鵯
▼
一
〇
刈
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♪
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蒔
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の
こ
れ
に
関
す
る
記
述
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信
葱
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問
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が
あ
る
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⑳
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エルザス・オルテナウの農民戦争（渡邊）

二
　
農
民
の
改
革
理
念
と
組
織

　
次
に
農
民
戦
争
に
お
い
て
主
張
さ
れ
た
農
畏
の
要
求
か
ら
、
宗
教
改
革
と
の
関
係
、
急
進
派
と
穏
健
派
の
子
熊
の
問
題
に
つ
い
て
考
察
し
て

お
く
。
た
だ
し
紙
数
の
関
係
か
ら
、
詳
細
は
稿
を
改
め
て
考
察
す
る
こ
と
と
し
、
こ
こ
で
は
穏
健
派
と
急
進
派
に
関
わ
る
点
に
絞
る
こ
と
に
し

た
い
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
①

　
エ
ル
ザ
ス
農
民
の
要
求
の
最
大
公
約
数
と
い
え
る
も
の
は
、
四
月
目
〇
日
の
ノ
イ
ブ
ル
ク
「
条
項
」
で
あ
る
。
こ
の
条
項
に
つ
い
て
は
、
既

に
∪
○
鴎
ω
冨
ぎ
で
の
最
初
の
集
会
で
農
民
た
ち
が
勺
お
§
一
ぼ
に
「
十
二
箇
条
」
を
読
み
上
げ
る
よ
う
に
求
め
て
い
た
よ
う
に
、
エ
ル
ザ
ス

各
地
で
「
（
シ
ュ
ヴ
ァ
ー
ベ
ン
農
民
の
）
十
二
箇
条
」
、
「
印
刷
さ
れ
た
小
冊
子
」
が
朗
読
さ
れ
て
い
た
こ
と
、
ま
た
こ
の
要
求
書
で
も
「
十
二
箇

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
②

条
」
を
認
め
る
こ
と
が
す
べ
て
の
交
渉
の
土
台
と
主
張
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
も
、
そ
の
影
響
の
下
で
作
成
さ
れ
た
も
の
と
推
定
さ
れ
る
。
実

際
、
こ
の
条
項
の
特
徴
は
、
聖
書
に
根
拠
を
求
め
て
い
る
こ
と
を
含
め
て
、
多
く
の
点
で
「
シ
ュ
ヴ
ァ
ー
ベ
ン
農
民
の
十
二
箇
条
」
と
共
通
し

て
い
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
③

　
次
に
一
五
二
五
年
四
月
二
〇
日
の
U
①
雰
≦
Φ
一
一
霞
の
ゲ
マ
イ
ン
デ
の
訴
状
は
、
聖
職
者
の
任
免
（
教
会
の
共
同
体
原
理
に
基
づ
い
て
）
、
十
分
の

一
税
の
拒
否
（
拘
東
力
は
な
く
自
発
的
に
行
わ
れ
る
も
の
と
し
て
）
を
求
め
て
い
る
が
、
い
ず
れ
も
シ
ュ
ト
ラ
ー
ス
ブ
ル
ク
市
の
宗
教
改
革
者
た
ち

が
主
張
し
て
い
た
内
容
と
共
通
し
て
い
る
。
た
だ
し
こ
こ
で
は
ハ
ー
ナ
ウ
領
の
例
に
倣
う
と
す
る
根
拠
付
け
が
魚
島
さ
れ
る
。
ま
た
四
月
二
二

日
の
日
毎
け
8
酷
き
。
。
魯
の
「
キ
リ
ス
ト
の
兄
弟
の
集
団
」
と
そ
の
リ
ー
ダ
ー
、
ツ
ィ
ー
グ
ラ
ー
ピ
．
謡
Φ
α
q
一
霞
か
ら
○
ぴ
①
繋
ぎ
冨
ぎ
市
宛
の

　
④
書
簡
で
は
、
修
道
院
財
産
を
救
貧
に
用
い
る
と
し
て
提
供
を
求
め
、
書
面
で
回
答
を
求
め
て
い
る
。
主
張
内
容
は
、
シ
ュ
ト
ラ
ー
ス
ブ
ル
ク
の

改
革
者
た
ち
の
聖
書
主
義
、
と
く
に
山
上
の
垂
訓
、
中
で
も
隣
人
愛
を
社
会
規
範
の
基
礎
に
す
え
る
主
張
や
、
救
貧
の
考
え
方
と
一
致
し
て
い

る
。
し
た
が
っ
て
こ
の
地
方
の
農
民
戦
争
開
始
後
に
お
け
る
農
民
側
の
代
表
的
な
要
求
は
、
宗
教
改
革
者
の
主
張
や
「
十
二
箇
条
」
の
内
容
に

即
し
た
、
実
現
可
能
な
穏
健
的
な
も
の
と
い
う
評
価
を
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
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一
方
、
農
民
の
急
進
化
の
根
拠
と
さ
れ
て
き
た
史
料
に
つ
い
て
は
、
一
五
二
五
年
五
月
七
日
付
け
バ
ー
ル
領
主
・
帝
国
副
代
官
ツ
ィ
ー
グ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑤
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑥

ラ
ー
か
ら
代
官
宛
の
書
簡
、
同
じ
く
ツ
ィ
ー
グ
ラ
ー
の
五
月
一
一
日
付
け
フ
ェ
ル
デ
ィ
ナ
ン
ト
大
公
宛
て
書
簡
、
六
月
～
○
日
付
け
の
司
教
か

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑦

ら
シ
ュ
ト
ラ
ー
ス
ブ
ル
ク
市
宛
の
書
簡
が
あ
る
。
た
だ
し
こ
れ
ら
の
史
料
は
領
主
側
の
記
録
で
あ
る
た
め
、
宗
教
改
革
以
前
か
ら
の
、
農
民
一

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑧

揆
へ
の
恐
怖
な
ど
か
ら
誇
張
さ
れ
ス
テ
レ
ロ
タ
イ
プ
化
さ
れ
た
農
民
の
過
激
さ
を
描
い
て
い
る
と
い
う
指
摘
が
あ
り
、
ま
た
信
用
性
を
否
定
す

　
　
　
　
　
　
⑨

る
研
究
者
も
い
る
。
少
な
く
と
も
、
こ
の
三
つ
の
史
料
か
ら
は
、
従
来
の
よ
う
な
農
民
の
急
進
化
を
示
す
と
い
う
評
価
を
下
す
に
は
、
問
題
が

あ
る
と
い
え
よ
う
。

　
以
上
、
四
月
二
〇
日
以
降
の
、
い
わ
ゆ
る
急
進
期
と
さ
れ
る
時
期
の
記
録
か
ら
も
、
農
民
団
の
要
求
・
目
的
の
中
心
が
、
十
分
の
一
税
・
教

会
財
産
の
自
主
運
営
、
裁
判
制
度
の
改
革
と
い
っ
た
共
同
体
自
治
に
関
わ
る
も
の
に
あ
り
、
そ
れ
ら
は
宗
教
改
革
理
念
に
即
し
た
形
で
一
貫
し

て
主
張
さ
れ
て
い
た
こ
と
、
ま
た
従
来
、
こ
の
地
方
の
農
罠
の
運
動
は
拡
大
す
る
に
つ
れ
て
急
進
化
し
て
い
き
、
下
界
の
み
な
ら
ず
世
俗
領
主

も
否
定
す
る
に
ま
で
い
た
っ
た
、
と
さ
れ
て
き
た
が
、
し
か
し
そ
の
根
拠
と
な
っ
た
史
料
に
つ
い
て
検
討
し
て
み
る
と
、
急
進
化
の
実
態
を
具

体
的
に
確
認
で
き
な
い
こ
と
が
認
め
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

　
同
様
の
特
徴
は
、
ラ
イ
ン
対
岸
、
オ
ル
テ
ナ
ウ
地
区
の
記
録
、
ま
た
オ
ー
バ
ー
エ
ル
ザ
ス
・
ズ
ン
ト
ガ
ウ
地
区
に
つ
い
て
は
、
北
エ
ル
ザ
ス

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑩

の
農
民
団
が
敗
北
す
る
前
の
史
料
は
少
な
い
と
は
い
え
、
こ
の
地
区
の
農
民
の
要
求
に
つ
い
て
も
認
め
ら
れ
る
。
後
者
の
要
求
を
、
北
エ
ル
ザ

ス
農
民
団
が
敗
北
し
た
後
か
ら
再
蜂
起
に
至
る
問
の
一
五
二
五
年
七
月
の
交
渉
に
お
け
る
農
民
の
主
張
か
ら
み
る
と
、
修
道
院
へ
の
批
判
と
そ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑬

の
財
産
の
没
収
が
述
べ
ら
れ
て
い
る
が
、
世
俗
領
主
に
対
し
て
は
諸
負
担
の
軽
減
が
中
心
で
あ
る
。
ま
た
「
聖
職
者
に
の
み
攻
撃
し
、
世
俗
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑫

権
力
に
は
手
を
出
さ
な
い
」
と
弁
明
し
た
と
い
う
記
録
も
あ
る
。

　
こ
こ
で
も
反
教
権
主
義
の
強
さ
が
確
認
さ
れ
、
農
民
代
表
が
教
会
・
修
道
院
な
ど
に
対
し
て
は
急
進
的
方
策
を
と
っ
て
い
た
こ
と
、
し
か
し

世
俗
権
力
に
対
し
て
は
交
渉
に
よ
る
打
開
策
を
と
っ
て
い
た
こ
と
が
判
明
す
る
。
た
だ
し
世
俗
権
力
と
の
関
係
は
、
南
部
で
は
ハ
ー
プ
ス
ブ
ル

ク
領
と
の
関
係
か
ら
、
皇
帝
以
外
の
権
力
に
対
す
る
強
硬
姿
勢
を
強
め
て
い
く
と
い
っ
た
、
北
部
と
性
格
を
異
に
し
て
い
る
点
も
あ
る
が
、
こ
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れ
に
つ
い
て
は
紙
数
の
都
合
上
、
稿
を
改
め
て
検
討
す
る
こ
と
に
し
た
い
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑬

　
農
民
団
の
指
導
者
た
ち
の
書
簡
も
、
福
音
の
宣
教
や
討
論
会
に
よ
る
改
革
の
実
施
、
領
主
ら
と
の
和
解
工
作
の
依
頼
な
ど
で
あ
り
、
農
民
団

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑭

の
リ
ー
ダ
ー
が
南
ド
イ
ツ
の
宗
教
改
革
運
動
と
結
び
付
い
て
い
る
の
は
明
ら
か
と
す
る
指
摘
は
、
是
認
で
き
る
。
ま
た
シ
ュ
ト
ラ
ー
ス
ブ
ル
ク

市
と
の
協
調
が
重
視
さ
れ
、
こ
こ
で
も
世
俗
領
主
と
は
一
貫
し
て
交
渉
に
よ
る
打
開
を
目
指
し
て
い
る
姿
勢
を
読
み
と
れ
る
こ
と
は
、
前
述
の

よ
う
に
、
こ
の
地
方
で
は
急
進
派
な
い
し
急
進
化
を
措
定
す
る
こ
と
に
問
題
が
あ
る
こ
と
を
裏
付
け
て
い
る
。
急
進
派
・
穏
健
派
の
評
価
は
、

主
張
の
薗
か
ら
見
る
限
り
、
農
民
本
内
の
階
層
に
対
応
す
る
と
言
う
よ
り
も
、
聖
界
領
主
と
世
俗
領
主
と
い
う
対
象
の
相
違
に
よ
る
も
の
と
な

っ
て
い
る
、
と
と
ら
え
ら
れ
る
だ
ろ
う
。

　
エ
ル
ザ
ス
の
農
民
戦
争
の
展
開
に
お
い
て
は
、
従
来
論
じ
ら
れ
て
き
た
急
進
派
と
穏
健
派
の
分
裂
・
対
立
と
い
う
図
式
は
、
明
確
に
す
る
こ

と
は
で
き
な
か
っ
た
。
農
民
団
は
、
正
当
性
の
根
拠
と
し
て
共
同
体
を
中
心
に
据
え
た
改
革
理
念
・
目
的
を
掲
げ
、
ブ
ツ
ァ
ー
な
ど
中
心
的
な

改
革
派
神
学
者
と
の
齪
鶴
は
あ
る
も
の
の
、
少
な
く
と
も
要
求
の
内
容
に
お
い
て
は
、
都
市
の
宗
教
改
革
運
動
と
同
一
の
根
拠
に
基
づ
き
、
同

じ
内
容
も
主
張
し
て
い
た
。
以
上
の
点
か
ら
は
、
ブ
リ
ッ
ク
レ
ら
の
共
同
体
的
宗
教
改
革
と
い
う
と
ら
え
方
の
有
効
性
を
認
め
ら
れ
よ
う
。

　
し
か
し
宗
教
改
革
理
念
が
農
村
に
お
い
て
ど
の
よ
う
な
社
会
的
役
割
を
果
た
し
た
か
、
を
考
察
す
る
と
き
、
エ
ル
ザ
ス
に
お
い
て
も
、
シ
ュ

ヴ
ァ
ー
ベ
ン
地
方
な
ど
と
同
じ
く
、
農
民
戦
争
に
至
る
ま
で
に
農
村
内
で
の
階
層
分
化
、
富
農
と
貧
農
の
格
差
の
拡
大
が
顕
著
と
な
っ
て
い
た

こ
と
が
、
も
う
一
つ
の
焦
点
と
な
る
。
そ
こ
で
次
に
こ
う
し
た
階
層
分
化
の
問
題
と
改
革
運
動
と
の
関
係
を
、
農
民
団
の
組
織
・
構
成
を
検
討

す
る
こ
と
か
ら
検
証
し
て
み
た
い
。

　
エ
ル
ザ
ス
農
民
団
の
特
徴
は
、
組
織
・
統
制
の
整
備
が
進
ん
で
い
た
こ
と
で
あ
る
。
こ
れ
は
既
に
指
摘
さ
れ
て
き
た
。
エ
ル
ザ
ス
地
方
に
は

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑮

五
つ
の
大
農
民
団
が
組
織
さ
れ
、
各
農
民
団
は
、
そ
れ
ぞ
れ
共
同
金
庫
や
軍
事
規
定
、
懲
戒
規
定
な
ど
を
持
っ
て
い
た
。
こ
の
他
に
も
孤
立
し

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑯

た
小
集
団
が
在
っ
た
と
さ
れ
る
が
、
詳
細
は
不
明
で
あ
る
。
な
お
、
こ
の
五
つ
の
農
民
団
は
北
部
に
四
、
南
部
に
一
で
あ
り
、
北
部
が
小
領
地

に
分
裂
し
、
南
部
は
ハ
ー
プ
ス
ブ
ル
ク
領
を
中
心
に
比
較
的
ま
と
ま
っ
て
い
た
と
い
う
領
主
制
の
状
況
を
反
映
し
て
い
る
が
、
こ
の
点
は
農
民
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団
の
編
成
原
理
と
領
主
制
の
関
係
を
示
し
て
い
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑰
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑱

　
フ
ラ
ン
ツ
は
、
こ
の
よ
う
な
農
民
団
の
組
織
度
の
高
さ
を
指
導
者
ゲ
ル
バ
ー
の
功
績
と
し
て
い
る
。
ゲ
ル
バ
ー
が
、
ζ
o
｝
。
。
げ
①
巨
か
ら
四
月

＝
二
日
付
で
ζ
践
Φ
夢
①
ヨ
の
シ
ュ
ル
ト
ハ
イ
ス
、
ハ
ン
セ
ン
≦
．
員
Φ
窃
窪
に
宛
て
て
送
っ
た
書
簡
は
、
組
織
化
の
様
子
を
伺
わ
せ
る
。

「
神
の
雷
葉
を
反
キ
リ
ス
ト
の
人
の
つ
け
加
え
な
し
に
宣
教
さ
れ
る
べ
く
努
め
る
た
め
、
不
和
で
は
な
く
和
を
求
め
る
も
の
と
し
て
、
今
夜
な

い
し
翌
朝
早
く
u
o
匹
路
Φ
ぎ
に
き
て
欲
し
い
、
ま
た
こ
の
知
ら
せ
を
轟
き
σ
q
窪
の
（
シ
ュ
ル
ト
ハ
イ
ス
）
レ
ン
ツ
ェ
ン
目
『
①
馨
N
Φ
口
に
も
送

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑲

り
、
ま
た
他
の
キ
リ
ス
ト
者
の
兄
弟
に
も
送
っ
て
欲
し
い
」
。
同
様
に
四
月
二
九
日
付
け
の
ゲ
ル
バ
ー
か
ら
愚
息
民
団
へ
の
通
知
で
は
「
地
位

の
高
い
者
に
も
低
い
者
に
も
、
貧
し
い
者
に
も
豊
か
な
者
に
も
、
全
て
に
対
し
て
書
面
を
も
っ
て
告
知
す
る
」
と
し
て
、
後
で
み
る
四
部
輪
編

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳

成
の
提
案
を
し
、
さ
ら
に
書
面
で
の
回
答
を
求
め
て
い
る
。
組
織
化
に
あ
た
っ
て
は
、
シ
ュ
ル
ト
ハ
イ
ス
を
通
じ
て
、
農
村
共
同
体
を
単
位
と

し
て
動
員
し
、
各
共
同
体
問
の
連
携
が
計
ら
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。

　
ゲ
ル
バ
ー
の
経
歴
は
、
解
明
で
き
て
い
な
い
が
、
文
盲
と
さ
れ
て
き
た
。
当
然
、
こ
れ
ら
の
書
簡
を
記
し
た
書
記
を
勤
め
た
人
物
た
ち
の
関

与
が
問
題
と
な
る
が
、
他
に
も
農
民
団
の
通
信
か
ら
は
、
文
書
に
よ
る
組
織
統
制
が
重
視
さ
れ
て
い
た
こ
と
が
明
白
に
読
み
と
れ
る
。
四
月
二

二
日
付
け
の
客
①
器
u
げ
霞
α
q
農
民
団
の
書
簡
は
「
我
ら
が
仲
介
者
イ
エ
ス
の
名
に
お
い
て
」
我
々
の
意
図
は
「
清
明
な
る
神
の
言
葉
を
明
ら
か

に
し
て
再
び
（
人
々
の
間
に
）
確
立
し
、
ま
た
寡
婦
や
孤
児
、
妻
子
を
よ
く
面
倒
見
る
こ
と
で
あ
る
」
と
し
て
、
参
加
を
呼
び
か
け
、
書
面
で

　
　
　
　
　
　
　
　
⑳

の
圏
答
を
求
め
て
い
る
。
こ
こ
で
も
隣
人
に
も
手
紙
に
よ
っ
て
参
加
を
呼
び
か
け
て
欲
し
い
、
と
付
け
加
え
て
い
る
。
し
か
も
こ
の
書
簡
の
前

半
の
文
雷
は
、
四
月
二
四
日
付
け
で
シ
ュ
ト
ラ
ー
ス
ブ
ル
ク
市
の
肉
屋
ツ
ン
フ
ト
に
武
器
と
火
薬
の
提
供
を
求
め
た
農
民
団
の
書
簡
の
文
面
と

　
　
　
　
⑳

同
一
で
あ
る
。
こ
う
し
た
書
式
の
存
在
と
複
数
の
コ
ピ
ー
が
作
成
さ
れ
て
流
布
さ
れ
た
こ
と
と
は
、
オ
ル
テ
ナ
ウ
地
区
の
農
村
共
同
体
の
要
求

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑬

書
で
も
推
測
さ
れ
る
こ
と
で
あ
る
が
、
当
時
の
農
村
の
識
字
率
か
ら
見
て
、
組
織
化
を
支
え
た
の
が
村
役
人
な
ど
で
あ
っ
た
こ
と
を
推
測
さ
せ

る
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑮

　
既
に
農
民
戦
争
の
指
導
層
に
つ
い
て
は
フ
ラ
ン
ツ
や
瀬
原
義
生
氏
、
ま
た
エ
ル
ザ
ス
農
民
団
に
つ
い
て
は
ド
ラ
ン
ジ
ェ
が
検
討
し
て
い
る
よ
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う
に
、
指
導
者
の
出
自
は
シ
ュ
ル
ト
ハ
イ
ス
や
村
長
な
ど
の
村
役
人
の
他
、
司
祭
、
宿
屋
、
傭
兵
な
ど
で
あ
っ
た
が
、
大
半
は
村
長
や
村
役
人

　
　
　
⑯

で
あ
っ
た
。
ド
ラ
ン
ジ
ェ
の
考
察
に
よ
れ
ば
、
エ
ル
ザ
ス
農
民
団
の
各
部
隊
に
は
指
揮
官
が
一
名
。
こ
れ
を
各
各
か
ら
選
ば
れ
た
小
隊
長

雨
Φ
ま
巴
た
ち
が
補
佐
し
、
彼
ら
が
金
問
題
を
協
議
し
、
重
要
事
項
を
決
定
す
る
形
に
な
っ
て
い
た
。
た
と
え
ば
≧
凱
。
臥
・
ζ
餌
霞
ω
三
里
雲
賃

団
で
は
、
村
毎
に
一
名
の
代
表
が
小
隊
長
と
な
り
、
当
初
は
二
五
名
、
後
に
四
四
名
の
構
成
と
な
っ
た
。
そ
の
出
自
は
、
司
教
領
村
か
ら
七
名
、

シ
ュ
ト
ラ
ー
ス
ブ
ル
ク
領
置
か
ら
五
名
、
帝
国
領
村
三
名
、
ハ
ー
ナ
ウ
・
リ
ヒ
テ
ン
ベ
ル
ク
富
村
五
名
、
ζ
僧
霞
ω
B
言
陰
雪
と
丸
写
叶
δ
口
修
道

院
領
村
三
名
、
司
教
座
聖
堂
参
事
会
の
田
村
一
名
、
帝
国
騎
士
の
領
村
か
ら
一
八
名
、
さ
ら
に
自
由
傭
兵
が
二
名
で
あ
る
。
最
後
の
傭
兵
を
除

い
て
、
ほ
と
ん
ど
が
シ
ュ
ル
ト
ハ
イ
ス
・
村
長
で
あ
り
、
菊
。
。
。
げ
蝕
β
賄
費
お
b
d
δ
α
臼
昆
Φ
油
罫
国
Φ
蕪
α
q
魯
除
却
P
O
δ
ω
≦
匙
Φ
朗
ω
喧
ぢ
B
鋤
嘗

芝
Φ
ω
壁
心
号
P
N
①
一
越
①
一
｝
2
の
各
村
の
シ
ュ
ル
ト
ハ
イ
ス
が
確
認
さ
れ
る
。
ド
ラ
ン
ジ
ェ
は
、
蜂
起
の
成
功
は
彼
ら
の
功
績
で
あ
り
、
そ
の
行

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳

政
経
験
が
も
の
を
い
っ
た
、
と
評
価
し
て
い
る
。

　
エ
ル
ザ
ス
農
民
団
の
組
織
性
の
高
さ
を
示
す
も
の
と
し
て
、
農
民
団
の
四
集
団
編
成
が
あ
る
。
先
の
四
月
二
九
日
付
け
の
ゲ
ル
バ
ー
の
提
案

が
そ
れ
で
、
書
面
を
見
た
時
点
で
そ
れ
ぞ
れ
の
都
市
、
裁
判
区
、
村
落
で
四
番
目
ず
つ
の
人
を
、
つ
ま
り
農
民
団
の
四
分
の
一
を
帰
宅
さ
せ
、

八
B
ご
と
に
交
代
す
る
。
そ
し
て
緊
急
の
場
合
や
召
集
し
た
い
場
合
に
は
鐘
で
合
図
す
る
、
と
い
う
提
案
で
あ
る
。
ド
ラ
ン
ジ
ェ
は
、
こ
の
組

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
盤
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑲

織
は
司
教
領
の
各
共
同
体
を
母
体
と
す
る
臣
民
軍
の
組
織
に
基
づ
い
た
と
し
て
い
る
。
た
だ
し
こ
の
制
度
は
実
効
を
発
揮
す
る
前
に
敗
北
し
た

と
し
て
お
り
、
実
施
の
程
度
に
問
題
は
あ
る
が
、
農
民
団
が
都
市
、
裁
判
区
、
村
落
な
ど
、
農
民
戦
争
以
前
の
共
同
体
組
織
を
直
接
の
母
体
と

し
た
こ
と
が
確
認
で
き
る
。

　
さ
ら
に
農
民
団
が
か
な
り
の
組
織
統
制
力
を
も
っ
て
い
た
こ
と
が
、
シ
ュ
ト
ラ
ー
ス
ブ
ル
ク
市
民
が
b
d
琴
審
≦
窪
葭
村
に
保
有
し
た
資
産

や
、
シ
ュ
ト
ラ
ー
ス
ブ
ル
ク
市
が
管
理
権
を
も
っ
た
類
。
冨
筈
費
σ
q
女
子
修
道
院
の
資
産
な
ど
に
つ
い
て
、
農
民
団
が
照
会
を
受
け
て
、
資
産

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳

を
保
全
し
て
い
る
と
連
絡
し
て
い
る
こ
と
か
ら
判
明
す
る
。
こ
の
よ
う
に
都
市
民
や
都
市
関
係
の
修
道
院
の
資
産
の
保
全
が
行
な
わ
れ
た
こ
と

も
、
村
役
人
な
ど
を
中
心
と
し
た
農
民
団
指
導
層
が
、
従
来
の
農
村
共
同
体
の
枠
組
み
や
統
制
力
を
維
持
し
て
い
た
こ
と
を
推
定
さ
せ
る
。
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各
農
民
団
が
動
員
を
か
け
ろ
際
に
も
、
ゲ
マ
イ
ン
デ
に
対
し
参
加
呼
び
か
け
を
行
な
っ
た
が
、
宛
先
は
各
署
の
シ
ュ
ル
ト
ハ
イ
ス
、
村
長
、

参
事
会
、
裁
判
員
ら
村
役
人
で
あ
る
。
領
主
ボ
ル
ゼ
ン
ハ
イ
ム
富
8
げ
し
d
。
び
陰
く
。
⇔
し
d
。
一
ω
Φ
爵
Φ
首
の
四
月
三
〇
日
付
け
シ
ュ
ト
ラ
ー
ス
ブ
ル

ク
市
宛
書
簡
で
は
、
農
民
団
か
ら
彼
の
村
の
「
下
僕
函
器
。
窯
」
た
ち
を
「
住
民
ピ
Φ
巳
Φ
」
と
共
に
参
加
誓
約
さ
せ
う
と
い
う
要
求
を
受
け
た

　
　
　
⑳

と
報
告
し
、
ま
た
五
月
九
日
付
け
シ
ュ
ト
ラ
ー
ス
ブ
ル
ク
市
参
事
会
の
書
簡
に
は
、
ゲ
ル
バ
ー
ら
農
民
指
導
者
た
ち
が
要
領
団
爵
ぴ
。
一
言
滞
冒

村
の
住
民
に
対
し
て
、
シ
ュ
ル
ト
ハ
イ
ス
を
彼
ら
の
下
に
送
る
こ
と
、
ゲ
マ
イ
ン
デ
の
名
前
に
お
い
て
参
加
誓
約
す
る
こ
と
を
求
め
た
、
と
い

　
　
　
　
　
⑳

う
記
述
が
あ
る
。
以
上
か
ら
、
農
民
団
は
基
本
的
に
小
都
市
や
村
落
、
裁
判
区
、
荘
園
領
地
を
単
位
と
し
て
い
た
、
と
ビ
シ
ョ
ッ
プ
が
言
及
し

　
　
　
　
　
⑬

て
い
る
よ
う
に
、
農
民
は
各
共
同
体
の
組
織
を
維
持
し
た
ま
ま
農
民
戦
争
に
参
加
し
た
、
と
考
え
て
よ
い
だ
ろ
う
。

　
次
に
参
加
者
の
構
成
を
見
て
お
こ
う
。
多
く
の
研
究
が
既
に
指
摘
し
て
い
る
よ
う
に
、
農
民
団
に
は
多
様
な
参
加
者
が
あ
り
、
農
民
の
他
、

都
市
民
、
後
に
罰
金
を
木
材
伐
採
で
代
償
せ
ね
ば
な
ら
な
か
っ
た
ヴ
ォ
ー
ジ
ュ
山
地
の
林
業
民
も
参
加
し
て
い
た
。
し
か
し
中
心
と
な
っ
た
の

は
農
業
に
従
事
す
る
者
で
あ
り
、
都
市
民
の
場
合
は
葡
萄
栽
培
人
や
菜
園
人
が
ほ
と
ん
ど
で
あ
っ
た
、
と
さ
れ
て
い
る
。
遇
目
し
え
た
限
り
で

は
、
こ
れ
を
修
正
す
る
よ
う
な
記
録
は
見
あ
た
ら
な
い
。
こ
こ
で
は
参
加
者
の
社
会
階
層
を
も
う
少
し
検
証
し
て
お
く
こ
と
に
し
た
い
。

　
手
が
か
り
と
し
て
は
、
農
民
戦
争
後
の
罰
金
記
録
が
用
い
ら
れ
る
こ
と
が
多
く
、
こ
こ
で
も
＝
一
月
＝
二
日
付
け
の
シ
ュ
ト
ラ
ー
ス
ブ
ル
ク

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑭

市
に
よ
る
野
村
各
村
に
対
す
る
罰
金
の
記
録
を
、
エ
ル
ザ
ス
地
方
の
実
態
を
考
察
す
る
材
料
と
し
て
検
討
す
る
。
こ
の
記
録
は
、
管
見
の
か
ぎ

り
、
ラ
ッ
プ
が
住
民
人
口
を
推
定
す
る
の
に
用
い
て
い
る
以
外
、
他
に
利
用
し
た
研
究
を
知
ら
な
い
。
こ
れ
は
こ
の
記
録
が
個
々
人
に
つ
い
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳

で
は
な
く
、
共
同
体
構
成
員
の
数
し
か
判
明
し
な
い
も
の
が
多
い
た
め
と
思
わ
れ
る
。
し
か
し
U
O
陸
路
Φ
ぎ
に
つ
い
て
の
処
罰
記
録
を
み
る

⑳と
、
村
の
九
二
名
な
い
し
所
帯
に
対
し
て
罰
金
総
額
は
銘
8
巳
住
零
で
あ
り
、
中
で
も
村
長
、
シ
ュ
ル
ト
ハ
イ
ス
、
参
審
人
衆
ら
一
七
名
に

平
日
①
㎝
○
巳
伽
2
が
科
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
内
二
名
に
対
し
N
O
O
巳
牙
ゆ
が
、
ω
O
O
巳
陰
口
と
伊
O
O
缶
侮
象
が
各
一
人
掛
科
さ
れ
て
い
る
。
村

長
、
シ
ュ
ル
ト
ハ
イ
ス
な
ど
村
役
人
が
責
任
を
問
わ
れ
て
い
る
。
彼
ら
が
ど
の
よ
う
に
関
与
し
た
か
は
不
詳
だ
が
、
こ
れ
ま
で
の
検
討
か
ら
か

な
り
指
導
的
な
役
割
を
演
じ
て
責
任
を
問
わ
れ
た
と
推
定
で
き
る
。
ま
た
共
同
体
の
連
帯
責
任
を
優
先
し
て
い
る
こ
と
が
確
認
で
き
、
こ
れ
ま
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エルザス・オルテナウの農民戦争（渡邊）

で
検
討
し
て
き
た
農
民
団
の
農
村
共
同
体
と
の
関
係
、
村
役
人
ら
を
中
心
と
し
た
組
織
化
を
裏
付
け
て
い
る
。

　
よ
り
具
体
的
に
こ
の
地
方
に
お
け
る
参
加
者
の
資
産
分
布
を
推
定
す
る
手
が
か
り
と
し
て
は
、
資
産
評
価
額
が
与
え
ら
れ
て
い
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳

乏
窃
。
。
Φ
ぼ
冨
ぎ
・
ゆ
お
。
鉱
層
α
q
Φ
鵠
の
共
同
体
に
対
す
る
処
罰
記
録
が
注
目
さ
れ
る
。
両
共
同
体
の
総
世
帯
数
は
一
二
五
、
合
計
で
①
8
ゆ
O
q
W

餌
魯
の
資
産
と
評
価
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
う
ち
、
霜
蒔
○
β
罷
魯
分
を
持
つ
八
名
は
、
蜂
起
後
に
村
民
と
な
っ
た
者
で
、
除
外
さ
れ
た
。
そ
こ

で
農
民
戦
争
前
の
芝
器
ω
①
『
げ
Φ
ぎ
は
九
五
世
帯
、
㎝
0
り
刈
○
巳
伽
魯
分
の
資
産
、
b
d
お
。
巳
ぎ
α
q
窪
は
二
二
世
帯
一
届
駆
○
巳
匹
魯
分
の
資
産
と
な

る
。
史
料
は
、
処
罰
さ
れ
な
か
っ
た
者
と
し
て
、
芝
干
し
。
因
習
Φ
ぎ
で
三
六
名
卜
。
一
『
①
○
蕉
賦
①
降
（
資
産
額
の
単
純
平
均
①
O
躰
O
β
罷
Φ
類
）
、
じ
d
お
。
画

一
騨
α
q
Φ
⇔
で
一
二
名
お
①
○
巳
創
零
分
（
同
芦
。
。
O
ご
を
あ
げ
て
い
る
。
つ
ま
り
有
罪
と
し
て
処
罰
さ
れ
た
の
は
残
り
、
膳
O
刈
⑩
○
巳
畠
2
分
を
持

つ
六
九
名
で
あ
る
。
内
訳
は
芝
霧
ω
巴
臨
Φ
瞥
で
五
九
名
ω
駆
曽
○
巳
山
①
露
分
保
有
（
同
q
c
。
○
巳
篇
2
）
、
b
d
冨
。
罐
ぎ
σ
q
窪
で
一
〇
名
①
α
c
。
○
¢
包
象

保
有
（
同
①
伊
。
。
O
こ
で
あ
る
。

　
た
だ
し
乏
霧
。
。
Φ
ぎ
冨
一
日
で
は
資
産
の
最
高
保
有
者
は
旬
O
O
O
償
罷
自
分
保
有
す
る
靴
屋
で
あ
る
が
、
彼
は
参
加
せ
ず
無
罪
と
な
っ
て
い
る
。

（
従
っ
て
残
り
の
平
均
資
産
は
ミ
．
り
O
巳
三
口
と
な
る
）
。
ま
た
び
⊃
O
O
O
巳
聖
旨
を
持
つ
も
の
が
三
名
、
一
〇
〇
〇
巳
仙
魯
以
上
の
二
名
が
無
罪
と
な
っ
て

お
り
、
こ
れ
ら
を
除
い
た
残
り
の
非
参
加
者
の
平
均
資
産
は
b
。
り
b
O
巳
言
口
と
な
る
。

　
ル
ッ
ツ
の
研
究
に
よ
れ
ば
、
靴
屋
な
ど
手
工
業
者
は
、
共
同
体
の
発
展
し
た
西
南
ド
イ
ツ
で
は
共
同
体
構
成
員
と
み
な
さ
れ
な
い
こ
と
が
多

　
　
⑳

か
っ
た
。
こ
れ
ま
で
み
て
き
た
よ
う
に
、
こ
の
地
方
で
は
農
民
団
に
お
い
て
農
村
共
同
体
の
枠
組
み
が
組
織
化
に
あ
た
っ
て
大
き
な
役
割
を
果

た
し
た
こ
と
を
考
え
る
な
ら
ば
、
こ
う
し
た
背
景
が
、
彼
ら
が
参
加
し
な
か
っ
た
大
き
な
理
由
と
し
て
考
え
ら
れ
る
だ
ろ
う
。
こ
れ
に
対
し
参

加
者
に
は
、
卜
。
O
O
O
巳
号
⇒
の
資
産
を
持
つ
も
の
が
七
名
、
一
〇
〇
〇
旧
号
⇒
以
上
が
旧
名
あ
げ
ら
れ
て
お
り
、
こ
れ
ら
を
除
い
た
残
り
の
参
加
者

の
平
均
資
産
は
ω
①
○
信
罷
①
降
で
あ
る
。

　
史
料
に
記
載
さ
れ
た
デ
ー
タ
か
ら
単
純
な
計
算
を
し
た
だ
け
で
あ
る
か
ら
、
あ
く
ま
で
｝
つ
の
目
安
に
す
ぎ
な
い
の
で
あ
る
が
、
，
こ
の
地
方

の
場
合
、
全
体
と
し
て
参
加
者
の
方
が
資
産
は
多
い
傾
向
に
あ
っ
た
、
と
推
測
で
き
る
の
で
は
な
い
か
。
ち
な
み
に
罰
金
は
芝
器
の
巴
爵
Φ
ぎ
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で
総
額
卜
。
謡
O
巳
傷
Φ
調
じ
d
器
。
鷺
冒
α
q
窪
で
ミ
○
巳
畠
曾
で
あ
り
、
個
人
別
の
額
で
は
最
高
が
一
α
○
巳
畠
ロ
、
最
低
が
ト
。
O
巳
創
Φ
ロ
で
あ
っ
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑲

　
ま
た
口
p
げ
品
磐
地
区
で
の
農
民
戦
争
後
の
損
害
賠
償
訴
訟
に
お
け
る
証
言
記
録
が
、
ロ
ッ
ト
に
よ
っ
て
紹
介
さ
れ
て
い
る
。
そ
れ
に
よ
る

と
、
記
録
に
残
っ
て
い
る
二
八
人
の
俗
人
の
証
言
者
の
う
ち
、
二
二
名
は
農
民
戦
争
期
の
年
齢
が
（
一
名
を
除
い
て
）
二
二
歳
か
ら
四
二
歳
、

そ
れ
ぞ
れ
O
O
O
巳
職
漁
か
ら
り
O
O
O
自
浄
u
の
資
産
を
持
っ
て
い
た
。
一
四
名
に
つ
い
て
は
「
自
由
人
」
、
五
名
は
「
体
僕
」
と
明
示
さ
れ
、

後
者
も
「
最
下
層
」
の
も
の
で
は
な
い
と
指
摘
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
う
ち
一
七
名
が
農
民
戦
争
に
積
極
的
に
参
加
し
、
し
か
も
責
任
あ
る
地
位

に
つ
い
て
い
た
者
で
、
自
由
人
が
七
名
、
体
埋
標
名
、
他
の
身
分
は
不
明
で
あ
る
。
残
り
の
消
極
的
参
加
者
に
は
自
由
入
が
無
名
、
体
僕
二
名

が
い
る
。
そ
れ
ぞ
れ
個
別
の
資
産
額
が
紹
介
さ
れ
て
い
な
い
の
が
残
念
で
あ
る
が
、
こ
の
記
録
か
ら
も
全
体
の
傾
向
と
し
て
比
較
的
富
裕
な
農

罠
の
積
極
的
な
参
加
を
推
測
で
き
る
で
あ
ろ
う
。

　
以
上
の
よ
う
に
農
民
団
の
指
導
者
に
農
村
共
同
体
の
指
導
層
が
多
く
参
加
し
、
ま
た
一
般
の
参
加
者
に
も
比
較
的
富
裕
な
農
民
が
多
か
っ
た

こ
と
は
、
農
民
団
の
編
成
に
農
村
共
同
体
が
大
き
く
関
与
し
て
い
た
こ
と
を
推
測
さ
せ
る
。
逆
に
、
こ
の
よ
う
な
従
来
の
農
村
共
同
体
を
単
位
、

母
体
と
し
た
こ
と
は
、
農
民
団
内
に
従
来
の
共
同
体
間
の
軋
礫
や
、
共
同
体
内
部
の
格
差
を
持
ち
込
む
こ
と
に
な
っ
た
こ
と
も
推
測
さ
せ
る
。

次
に
こ
の
点
を
考
察
す
る
こ
と
に
し
よ
う
。

①
、
Ω
胡
甲
率
』
O
伊
◎
ミ
§
酸
N
≒
Q
§
ミ
ぎ
§
b
u
§
偽
ミ
却
識
馨
り
田
6
。
α
q
．
＜
．
9

　
閃
罠
器
曽
一
Φ
①
ρ
漏
り
刈
一
・

②
℃
Ω
胡
‘
率
」
り
仲
○
■
田
§
碧
づ
甲
電
撃
§
蝿
曇
㌧
§
亀
浅
栽
8
瑳
§
ミ
譜

　
§
亀
N
黄
一
㊤
↓
9
P
ト
っ
。
◎
‘

③
軍
き
N
り
象
§
い
§
匁
写
■
＄
．

④
　
語
調
N
”
這
ミ
§
趣
§
長
羅
■
刈
O
．

⑤
㌘
き
N
誌
蝕
§
い
§
鼠
率
■
押

⑥
㌘
き
N
』
鳶
§
ぎ
鼠
写
．
録

⑦
㌔
Ω
携
‘
率
・
認
♪
ω
」
c
。
鳴
φ

⑧
N
ぎ
羅
§
舞
戸
魯
ミ
b
」
N
蔭

⑨
夘
巷
警
り
Φ
ω
窟
誘
き
ω
儒
Φ
鋸
く
餌
豪
Φ
忌
幻
謀
口
も
’
δ
8

⑩
農
奴
制
に
関
す
る
要
求
に
焦
点
が
当
て
ら
れ
て
い
る
が
、
こ
の
地
方
の
農
民
戦

　
争
の
経
過
と
併
せ
て
詳
細
な
邦
文
研
究
と
し
て
、
野
々
瀬
浩
司
「
ド
イ
ツ
農
民
戦

　
争
期
に
お
け
る
農
奴
制
問
題
に
関
す
る
ス
イ
ス
盟
約
者
団
の
政
策
に
つ
い
て
（
そ

　
の
三
ご
咽
防
衛
大
学
校
紀
要
（
人
文
科
学
篇
嵐
七
五
、
一
九
九
七
が
あ
る
。

⑪
軍
き
斜
象
§
ぴ
§
匁
障
．
刈
G
。
w
ω
．
卜
。
窃
山
ω
①
．
ま
た
野
々
瀬
前
掲
論
文
｝
五
頁

　
以
下
も
参
照
。

⑫
竃
■
寄
㊦
亘
】
）
δ
譲
。
蕉
巴
樽
霞
き
α
q
ω
ω
。
ぎ
ぼ
p
匹
2
く
。
【
匹
Φ
「
α
ω
奪
琶
。
全
曲
r
D
。
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ω
件
践
梓
Φ
＜
o
ヨ
冒
訂
Φ
一
壷
ρ
ぎ
－
熱
駐
臨
忌
鳶
、
ミ
価
O
§
ミ
ぎ
§
9
睾

　
き
職
円
舞
w
一
り
畦
甲
虚
構
ω
’
国
b
o
ぎ
層
〉
三
三
Φ
臥
。
聾
。
。
ヨ
ぎ
些
Φ
O
①
§
き

　
勺
Φ
ロ
ω
磐
一
≦
貴
圃
戸
叢
論
§
継
ぎ
蕊
§
“
ω
。
。
曽
一
Φ
お
も
b
o
。
．

⑬
℃
Ω
塗
甲
率
．
6
♪
6
㊤
b
昼
鱒
㈹
幽
．

⑭
さ
し
あ
た
り
N
ぎ
露
Φ
暑
き
戸
魯
ミ
▼
げ
①
ω
‘
ω
．
這
ω
h
「
参
照
。
他
、
C
u
訂
冠
Φ
、

　
O
o
霞
践
の
前
掲
書
も
参
照
。

⑮
寧
■
O
。
≡
お
Φ
び
¢
昌
》
老
①
。
阿
匹
Φ
『
α
q
話
漂
α
⑦
ψ
℃
避
。
。
き
。
・
Φ
謬
≧
。
。
9
。
ρ

　
一
．
9
α
q
き
一
5
。
巴
8
象
8
巳
曾
Φ
昆
鼻
貫
妻
§
砺
翫
臨
欝
三
一
〇
＄
も
為
一
誉

⑯
U
。
ヨ
瓢
σ
q
Φ
『
b
℃
■
畠
も
■
謬
・

⑰
Ω
巴
び
2
、
四
月
一
七
日
≧
雛
。
臥
で
指
揮
官
に
選
出
。
五
月
二
日
農
毘
団
各
分

　
隊
の
代
表
者
に
よ
る
嵐
。
『
訂
ぎ
で
の
農
畏
全
体
会
議
で
野
飼
ル
ザ
ス
農
民
の

　
最
高
司
令
窟
に
選
出
。

⑱
即
国
尽
b
u
ミ
へ
§
謹
書
ω
’
第
一
幽

⑲
℃
Ω
携
“
率
．
お
郵

⑳
℃
Ω
携
‘
障
』
ω
ρ

⑳
℃
Ω
携
』
「
』
δ
’

⑫
　
℃
Ω
錺
■
－
寄
．
曽
㎝
．

⑳
艶
塁
N
曽
象
§
腎
§
輿
軍
．
一
。
。
鼻
‘
巳
一
。
。
α
．

⑳
　
煽
B
嵩
－
b
d
ミ
へ
§
み
誌
曇
ω
■
ミ
ρ
瀬
原
義
生
『
ド
イ
ツ
申
世
農
民
史
の
研
究
隔

　
Q
。
一
〇
。
－
ω
卜
⊃
0
頁
。

⑳
U
。
臣
⇒
α
q
Φ
r
§
ミ
も
．
譜
h

⑳
　
ブ
ン
ト
シ
ュ
ー
の
場
合
に
も
同
様
の
傾
向
は
見
ら
れ
る
一
四
九
三
年
の
ブ
ン
ト

　
シ
ュ
ー
で
も
多
く
の
シ
ュ
ル
ト
ハ
イ
ス
、
ハ
イ
ム
ビ
ュ
ル
ゲ
、
マ
イ
ヤ
ー
な
ど
の

　
村
役
人
が
関
与
し
て
い
た
。
O
o
鼻
口
σ
Q
①
r
魯
ミ
も
■
刈
卜
」
弥
瀬
原
前
掲
書
参
照
。

⑳
U
亀
嵩
σ
q
①
『
u
号
ミ
も
．
刈
。
。
．

⑱
　
例
え
ば
～
四
四
三
年
中
。
『
げ
鼠
β
○
げ
①
§
ロ
p
α
o
跨
の
全
騎
士
は
司
教
へ
の
軍

　
役
を
拒
否
し
、
結
果
と
し
て
司
教
は
臣
民
に
軍
事
力
依
存
し
、
多
く
の
農
民
が
武

　
器
保
有
す
る
に
い
た
っ
て
い
る
。
ま
た
一
五
二
五
年
、
○
『
賃
ω
巳
N
の
住
民
の
ラ

　
ン
ト
防
衛
・
司
教
へ
の
忠
誠
・
軍
役
服
務
誓
約
の
報
告
も
こ
れ
を
示
す
。
た
だ
し

　
も
ち
ろ
ん
こ
の
時
は
農
民
は
農
民
軍
に
加
わ
り
、
司
教
に
反
抗
し
た
。

⑳
U
O
図
ぎ
α
Q
⑦
さ
魯
ら
F
§
馬
Q
ミ
ミ
§
零
ミ
§
跨
ぎ
♪
Φ
俳
ξ
幻
■
ω
。
臥
ぴ
器
「
肖
．

　
G
o
O
O
9
一
㊤
り
一
勺
■
心
濠
■

　
　
　
U
　
　
　
　
　
　
　
　
　
層

⑳
　
℃
毯
冒
寄
』
し
。
9
卜
。
。
。
N
た
だ
し
資
産
は
農
民
団
が
管
理
す
る
と
し
て
い
る
。

⑳
㌔
Ω
塗
曽
子
』
G
。
O
「

⑳
　
℃
Ω
塗
甲
率
』
①
ら
。
「

⑱
田
。
。
。
ぎ
｛
｛
・
曇
ミ
も
’
b
。
①
ω
鋤

⑳
、
Ω
携
‘
ω
．
同
。
。
メ
ζ
零
露
』
．

⑳
罰
金
総
額
お
O
蒔
O
償
冠
窪
。
そ
の
内
男
ユ
①
餌
。
｝
珍
蝕
ヨ
δ
O
O
巳
匹
Φ
口
曽
円
。
ヨ
繕
ω
・

　
≦
Φ
陣
一
臼
霜
O
O
巳
q
Φ
P
竃
帥
ユ
2
ゲ
Φ
ぎ
＆
O
O
q
罷
㊦
P
客
。
「
琴
Φ
ぎ
お
①
O
巳
α
曾
。

　
即
。
ヨ
琶
ω
毛
Φ
陣
｝
霞
、
三
七
名
負
担
。
五
名
は
免
除
。
一
人
あ
た
り
で
鍛
も
重
い
罰

　
金
額
は
幽
O
Ω
巴
縣
窪
。
ζ
琶
Φ
渉
Φ
冒
、
九
九
名
負
担
。
最
高
額
は
ω
O
O
巳
匹
①
p
。

　
翼
。
己
訂
一
ヨ
、
五
三
名
負
担
。
一
名
は
免
除
。
最
高
額
卜
。
O
O
O
巳
ユ
Φ
p
、
こ
れ
は
寡

　
婦
。
閨
H
δ
α
o
『
冨
ぎ
、
個
々
で
な
く
、
共
同
体
で
一
〇
〇
〇
巳
儒
窪
を
二
年
分
割
払

　
い
。
U
Φ
一
冒
①
一
一
2
、
寡
婦
を
除
き
、
全
員
に
有
罪
。
約
六
〇
所
帯
に
総
額
二
〇
〇

　
Ω
巳
匹
窪
の
罰
金
。
門
並
あ
る
も
の
が
罪
な
き
者
達
の
、
富
裕
な
も
の
が
貧
し
き

　
も
の
達
の
分
を
行
う
」
こ
と
。
付
則
で
教
会
の
塔
の
前
で
シ
ュ
ル
ト
ハ
イ
ス
を
解

　
放
す
る
と
あ
る
。
U
o
ω
ω
①
夢
Φ
ぎ
、
三
Φ
ロ
雪
び
長
σ
q
団
に
参
加
し
た
＝
｝
名
の
者
以

　
外
、
協
力
せ
ず
。
黒
蓋
か
は
農
民
団
と
連
絡
し
、
ま
た
ゲ
マ
イ
ン
デ
か
ら
籔
引
き

　
で
農
民
団
に
徴
用
。
世
帯
数
は
、
約
七
〇
芦
、
輔
O
O
O
¢
匡
㊦
口
の
罰
金
。

　
H
琴
聾
Φ
首
・
頃
磐
牙
畠
島
Φ
帥
ヨ
、
数
名
の
自
由
人
が
自
ら
農
民
団
に
参
加
。
数
名

　
が
選
び
出
さ
れ
て
徴
発
。
彼
ら
が
非
常
に
貧
し
い
こ
と
、
賦
役
負
担
を
考
慮
し
、

　
一
〇
〇
〇
巳
匹
窪
。
「
罪
あ
る
も
の
が
無
き
も
の
、
富
裕
な
も
の
が
貧
し
き
も
の
分
を
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行
う
」
こ
と
。
蜂
起
前
に
寡
婦
と
な
り
、
蜂
起
に
罪
な
き
も
の
は
免
除
。

　
ω
。
匪
口
α
q
竃
ぎ
、
改
名
が
自
ら
参
加
し
、
二
名
が
戦
死
。
こ
れ
ら
四
名
の
者
だ
け

　
が
罰
金
。
シ
ュ
ル
ト
ハ
イ
ス
の
諸
員
ぼ
ω
に
一
〇
〇
巳
匹
Φ
P
鎖
・
出
。
冨
屯
倉
①
H
に

　
b
。
O
巳
仙
Φ
⇒
、
二
名
の
寡
婦
に
①
O
餌
罷
Φ
謬
。
℃
O
ω
ω
‘
ω
蕩
。
。
メ
》
⇒
ヨ
ご
審
．
吟

⑳
　
℃
Ω
塗
“
ω
■
一
Φ
押
》
⇒
ヨ
．
甲
審
．
ω
■

⑳
㌔
Ω
携
．
b
」
㊤
卜
。
り
〉
寒
き
α
q
■

⑳
　
嵩
じ
艮
斜
尋
、
罎
ミ
冬
、
無
ミ
既
醤
偽
ミ
§
押
目
㊤
刈
ρ
げ
Φ
臨
・
；
ω
・
o
。
課

⑳
円
g
評
密
口
裂
①
｝
ぎ
葛
畠
u
器
四
竃
。
・
唱
Φ
幕
象
Φ
乙
Φ
ヨ
切
窪
Φ
3
巨
Φ
㈹
篇
p

　
野
饗
ミ
讐
職
§
跨
§
ミ
試
ミ
鼻
ω
．
邸
置
．
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三
　
共
同
体
運
動
と
し
て
の
意
義
と
制
約

　
以
上
ま
で
の
検
討
か
ら
、
エ
ル
ザ
ス
・
オ
ル
テ
ナ
ウ
地
方
の
農
民
戦
争
の
特
徴
と
し
て
、
指
導
層
が
共
同
体
を
中
心
と
し
た
形
で
運
動
を
ま

と
め
て
い
っ
た
こ
と
が
、
農
民
団
の
速
や
か
な
編
成
と
運
動
の
展
開
を
可
能
に
し
た
と
推
定
で
き
る
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
、
逆
に
そ
の
こ
と
が
、

農
民
の
運
動
の
展
開
に
限
界
・
制
約
を
も
た
ら
し
た
と
い
う
こ
と
も
指
摘
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

　
ま
ず
共
同
体
ご
と
の
編
成
は
、
共
同
体
内
の
格
差
も
そ
の
ま
ま
農
民
団
に
持
ち
込
ん
で
い
た
。
先
に
あ
げ
た
四
月
二
九
日
の
指
導
者
ゲ
ル

バ
ー
の
各
農
民
団
へ
の
通
知
の
「
地
位
の
高
い
者
も
低
い
者
も
、
貧
し
い
者
も
豊
か
な
者
も
全
て
に
対
し
て
書
面
を
も
っ
て
告
知
す
る
」
と
い

　
　
　
①

う
文
面
や
、
領
主
ボ
ル
ゼ
ン
ハ
イ
ム
へ
の
「
村
の
下
僕
滅
器
。
歴
た
ち
を
住
民
U
Φ
三
Φ
と
共
に
参
加
誓
約
さ
せ
ろ
」
と
い
う
記
述
に
も
、
農

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
②

民
団
に
農
村
共
同
体
内
の
格
差
が
持
ち
込
ま
れ
た
こ
と
が
示
さ
れ
て
い
る
が
、
農
民
団
の
軍
紀
の
規
定
な
ど
か
ら
も
農
民
団
に
従
来
か
ら
の
格

差
が
い
き
続
け
て
い
た
こ
と
が
推
測
で
き
る
。

　
ま
た
相
当
の
数
の
村
が
集
結
に
参
加
し
な
か
っ
た
こ
と
も
、
五
月
　
一
日
付
け
ゲ
ル
バ
ー
の
「
《
9
虹
σ
q
の
シ
ュ
ル
ト
ハ
イ
ス
、
村
長
、
参

　
　
　
　
　
　
　
　
　
③
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
④

事
会
、
裁
判
員
」
宛
書
簡
の
他
、
臼
竃
8
r
O
ω
≦
巴
負
ピ
獣
σ
q
O
一
践
鼠
β
ω
o
び
8
窪
ぴ
2
督
q
”
穿
け
8
艮
①
首
宛
の
各
書
簡
な
ど
か
ら
判
明
す
る
が
、

こ
れ
に
つ
い
て
は
、
た
と
え
ば
ロ
ッ
ト
の
研
究
に
よ
る
田
沼
α
q
舞
地
区
の
事
例
が
目
を
惹
く
。
国
9
雰
σ
q
き
地
区
の
各
村
に
対
し
て
、
属
①
毎
霞
α
q

農
民
団
が
繰
り
返
し
参
加
を
求
め
、
拒
絶
す
る
場
合
に
は
攻
撃
す
る
と
威
嚇
し
た
。
こ
の
た
め
各
誌
々
で
村
役
人
国
Φ
一
日
げ
霞
σ
q
貧
に
よ
っ
て
そ

れ
ぞ
れ
何
丈
か
ず
つ
が
選
出
さ
れ
（
た
と
え
ば
鋤
舞
魯
で
四
国
、
○
げ
Φ
吾
①
冨
。
議
。
蹴
で
～
○
名
）
、
客
Φ
三
舞
σ
q
団
に
加
わ
っ
た
。
ま
た
こ
の
混
融
苓
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⑤

αq

ﾖ
の
グ
ル
ー
プ
に
つ
い
て
は
、
農
民
団
に
お
い
て
独
自
の
集
団
を
形
成
し
て
い
た
と
い
う
証
言
が
あ
る
、
と
ロ
ッ
ト
は
指
摘
し
て
い
る
。
こ

の
事
例
は
、
農
民
団
へ
の
参
加
に
農
村
共
同
体
が
大
き
な
役
割
を
果
た
し
た
こ
と
を
確
認
さ
せ
る
と
と
も
に
、
農
民
団
に
お
い
て
も
従
来
か
ら

の
農
村
の
枠
組
み
が
強
固
に
存
続
し
て
い
た
こ
と
を
示
し
て
い
る
と
い
え
る
。

　
ま
た
典
拠
を
確
認
で
き
な
か
っ
た
が
、
ド
ラ
ン
ジ
ェ
が
紹
介
し
て
い
る
事
件
が
あ
る
。
こ
れ
は
N
ゆ
げ
Φ
ヨ
に
い
た
農
民
団
に
ロ
ー
ト
リ
ン
デ

ン
公
の
軍
勢
が
向
か
っ
た
と
い
う
知
ら
せ
を
受
け
て
、
北
エ
ル
ザ
ス
の
村
の
農
民
た
ち
が
五
月
一
五
日
に
救
援
に
向
か
う
べ
く
移
動
し
た
が
、

菊
巷
℃
○
一
器
≦
Φ
陣
一
2
近
郊
の
農
民
は
警
鐘
を
鳴
ら
し
て
集
ま
り
、
農
民
団
の
通
過
に
反
発
し
、
同
盟
誓
約
を
破
棄
し
、
敵
方
に
つ
い
て
参
戦
し

　
　
　
　
　
⑥

か
ね
な
か
っ
た
、
と
い
う
も
の
で
あ
る
。
こ
の
事
例
は
、
領
主
の
臣
民
と
し
て
の
慣
習
や
伝
統
、
近
隣
と
の
不
和
が
、
農
民
団
と
し
て
の
連

携
・
統
一
を
乱
し
た
例
と
し
て
あ
げ
ら
れ
る
だ
ろ
う
。

　
以
上
、
こ
の
地
方
の
農
民
団
の
参
加
者
、
組
織
を
み
て
み
る
と
、
指
導
層
に
つ
い
て
は
村
役
人
な
ど
農
村
共
同
体
の
指
導
層
が
多
く
関
与
し

て
お
り
、
フ
ラ
ン
ツ
な
ど
従
来
の
研
究
の
指
摘
を
確
認
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
ま
た
参
加
者
に
つ
い
て
も
農
村
共
同
体
の
主
要
構
成
員
で
あ
る

比
較
的
富
裕
な
農
民
が
多
か
っ
た
こ
と
が
推
測
さ
れ
、
ま
た
こ
れ
と
対
応
し
て
農
民
団
組
織
も
農
村
共
同
体
な
ど
従
来
の
共
同
体
を
単
位
と
し

て
動
員
・
構
成
さ
れ
て
い
た
こ
と
を
認
め
る
こ
と
が
で
き
た
。
「
体
僕
」
や
聖
職
者
、
都
市
の
菜
園
人
や
下
層
民
な
ど
の
積
極
的
な
関
与
や
同

調
も
認
め
ら
れ
る
が
、
全
体
と
し
て
は
農
村
共
同
体
を
単
位
と
し
て
、
そ
の
損
い
手
に
よ
る
運
動
と
い
う
性
格
を
、
こ
の
地
方
に
お
い
て
は
指

摘
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

　
一
方
、
フ
ラ
ン
ツ
は
、
エ
ル
ザ
ス
で
は
農
民
の
地
方
割
拠
の
状
態
が
す
み
や
か
に
克
服
さ
れ
た
こ
と
が
特
徴
で
あ
る
と
し
て
い
る
の
で
あ
る

⑫
し
か
し
そ
の
エ
ル
ザ
ス
で
も
・
実
態
は
・
従
来
か
ら
の
蕎
体
の
枠
組
み
が
・
組
織
化
を
進
め
る
上
で
大
き
な
役
割
を
果
た
し
た
が
・
逆

に
運
動
の
限
界
と
な
っ
た
こ
と
も
看
て
取
れ
る
の
で
あ
る
。

　
同
様
の
こ
と
は
都
市
と
の
関
係
に
つ
い
て
も
あ
て
は
ま
る
。
ま
ず
農
民
と
の
関
係
に
齪
齢
が
あ
っ
た
こ
と
を
示
す
都
市
側
の
事
例
か
ら
み
て

い
こ
う
。
五
月
六
日
、
南
エ
ル
ザ
ス
の
ω
巳
欝
市
は
農
民
団
に
投
降
し
、
市
民
は
農
民
団
に
抵
抗
し
な
か
っ
た
。
こ
の
経
過
に
つ
い
て
年
代
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表（1＞1525年6月，Gebwiller都市部および領域全体の要求書概要

都市部の要求轡 領域全体のGebwiller要求書

1．税負担の軽減 1．教会裁判権の縮小

2．市参事会の権限強化 2．二種類の逓行税の削減

3．修道院長の武力介入の拒否 3．収監費用の負担軽減

4．十分の一台の軽減 4。修道院の否定

5．市長・ツンフト長の選任権 5．各種税負担の軽減

6．役人の巡察費用負担の軽減 6，永代賃租の軽減

7．新税の軽減 7．死亡税の軽減

8．臨時税の拒否 8．木材その他の使用権の共同体移管

9．増額された罰金額の復旧

（出典．Franz，　Aktenband，　Nr．78）

記
は
「
か
の
地
（
ω
島
N
）
の
住
民
の
（
近
隣
の
小
都
市
）
菊
郎
賦
。
び
に
対
す
る
古
く
か
ら
の
遺
恨
か

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑧
．

ら
」
農
民
に
従
っ
た
と
伝
え
て
い
る
。

　
ω
巳
臼
市
民
も
加
わ
っ
た
農
民
団
は
さ
ら
に
○
①
び
閤
臼
9
市
に
向
か
い
、
五
月
八
日
、
要
求
箇
条

を
市
民
に
説
明
し
た
。
都
市
民
は
市
民
集
会
を
開
い
て
協
議
し
た
が
、
こ
の
時
、
市
民
の
大
半
は
農

民
に
強
く
反
発
し
た
と
伝
え
ら
れ
て
い
る
。
し
か
し
市
民
に
は
、
こ
の
都
市
が
都
市
領
主
で
あ
る
修

道
院
長
か
ら
受
け
て
き
た
市
政
へ
の
介
入
や
自
治
権
の
躁
幽
に
対
し
て
報
復
す
べ
き
だ
と
主
張
す
る

も
の
が
い
た
。
ツ
ン
フ
ト
で
は
上
部
葡
萄
栽
培
人
、
仕
立
屋
、
鍛
冶
屋
、
肉
屋
の
各
ツ
ン
フ
ト
は
協

力
を
拒
否
し
た
が
、
中
部
と
下
部
の
葡
萄
栽
培
人
と
パ
ン
屋
の
三
ツ
ソ
フ
ト
は
農
民
に
呼
議
し
た
。

こ
の
○
Φ
げ
鼠
一
一
曾
の
農
民
支
持
派
の
リ
ー
ダ
ー
の
う
ち
、
二
人
（
巳
Φ
ヨ
壽
げ
ぎ
し
巳
ぎ
）
が
か
な
り

の
資
産
家
と
さ
れ
て
お
り
、
農
民
派
を
率
い
た
葡
萄
栽
培
人
（
上
部
か
）
ツ
ン
フ
ト
長
U
・
ω
o
げ
讐
｝
禽

も
資
産
家
で
あ
っ
た
。
そ
し
て
彼
ら
の
行
動
は
、
市
長
職
な
ど
市
の
統
治
権
力
を
狙
っ
て
の
行
動
で

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑨

あ
っ
た
、
と
伝
え
ら
れ
て
い
る
。
農
罠
団
と
の
協
力
が
、
隣
町
へ
の
遺
恨
や
都
市
領
主
へ
の
報
復
、

自
ら
の
政
権
欲
か
ら
行
わ
れ
た
事
例
で
あ
る
。

　
五
月
一
一
日
、
エ
ル
ザ
ス
中
部
の
小
都
市
円
巷
℃
巳
び
≦
①
臨
Φ
お
国
魚
。
ぽ
Φ
口
≦
亀
Φ
斜
臣
Φ
口
浮
流
β

》
響
ヨ
Φ
屋
畠
≦
Φ
一
Φ
お
じ
d
Φ
お
げ
①
一
時
は
相
互
援
助
し
、
農
村
民
を
討
つ
こ
と
を
盟
約
、
近
隣
農
民
を
激

　
　
　
⑩

昂
さ
せ
る
。
六
月
中
旬
、
北
エ
ル
ザ
ス
地
方
の
小
都
市
≦
Φ
一
ω
ω
象
び
嘆
α
q
は
、
沼
Φ
①
げ
自
α
q
農
民
団
に

包
囲
さ
れ
る
と
、
対
応
を
め
ぐ
っ
て
門
内
に
対
立
が
生
じ
、
投
降
し
た
。
そ
し
て
農
民
戦
争
後
、
市

内
の
農
民
支
持
派
を
処
罰
し
た
が
、
一
方
で
市
参
事
会
は
農
民
戦
争
の
問
に
「
こ
の
機
会
を
利
用
」

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑪

し
て
、
教
会
・
修
道
院
財
産
の
没
収
を
実
施
し
た
。
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エルザス・オルテナウの農民戦争（渡邊）

　
こ
の
よ
う
に
都
市
と
農
民
団
と
の
問
に
目
的
の
相
違
や
対
立
が
認
め
ら
れ
る
こ
と
に
つ
い
て
は
、
す
で
に
ラ
ッ
プ
も
、
具
体
例
を
例
示
し
て

い
る
わ
け
で
は
な
い
が
、
論
及
し
て
い
る
。
す
な
わ
ち
農
畏
団
に
参
加
し
た
の
は
、
六
〇
～
四
〇
〇
名
程
度
の
家
長
を
数
え
る
小
都
市
で
あ
り
、

菜
園
人
や
葡
萄
栽
培
人
が
大
多
数
を
し
め
た
。
農
民
の
支
持
者
に
大
工
、
仕
立
屋
、
陶
工
ら
は
史
料
の
上
で
は
登
場
し
な
い
。
し
た
が
っ
て
協

力
関
係
は
、
社
会
経
済
的
類
似
性
が
背
景
と
な
っ
て
い
る
。
ま
た
農
民
へ
の
抵
抗
が
困
難
で
あ
っ
た
た
め
に
農
民
団
に
協
力
す
る
こ
と
に
な
つ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑫

た
幻
巷
℃
。
芽
≦
亀
Φ
お
≧
豪
H
。
戸
○
①
導
契
な
ど
の
小
都
市
で
も
、
市
内
で
損
当
の
対
立
が
あ
っ
た
、
と
こ
の
よ
う
に
彼
は
言
及
し
て
い
る
。

　
ま
た
表
ω
に
ま
と
め
た
も
の
は
、
北
部
の
農
民
団
が
敗
北
し
た
後
、
六
月
に
南
エ
ル
ザ
ス
・
ズ
ン
ト
ガ
ウ
地
区
で
都
市
を
仲
介
に
聖
俗
領
主

と
交
渉
が
行
わ
れ
た
際
、
O
Φ
ぴ
鼠
一
一
臼
市
で
都
市
部
独
自
の
要
求
書
と
、
領
域
農
村
を
含
む
O
の
げ
鼠
一
一
霞
全
体
と
し
て
の
要
求
書
と
が
作
ら
れ

た
と
い
う
事
例
で
あ
る
。
こ
こ
で
は
領
主
で
あ
る
修
道
院
に
対
し
、
都
市
と
し
て
は
税
負
損
の
問
題
の
他
、
市
参
事
会
の
権
限
強
化
な
ど
都
市

自
治
権
の
拡
大
を
中
心
に
要
求
し
て
い
る
の
に
対
し
、
農
村
部
と
合
わ
せ
た
全
体
と
し
て
は
税
負
撫
の
軽
減
も
農
村
に
関
す
る
も
の
が
中
心
で

あ
り
、
教
会
裁
判
権
の
縮
小
や
修
道
院
の
否
定
と
い
う
主
張
が
注
目
さ
れ
る
も
の
と
な
っ
て
い
る
。
後
の
点
が
農
村
で
ど
の
よ
う
な
意
味
を
持

つ
も
の
で
あ
っ
た
か
、
が
問
題
と
な
る
が
、
こ
れ
は
後
で
考
察
す
る
こ
と
と
し
て
、
こ
こ
で
は
都
市
部
の
要
求
・
全
体
の
要
求
の
い
ず
れ
も
宗

教
改
革
以
前
か
ら
の
要
求
と
い
え
る
も
の
で
あ
り
、
こ
の
点
で
も
従
来
か
ら
の
共
同
体
の
枠
が
農
民
の
運
動
に
限
界
を
も
た
ら
し
た
こ
と
を
認

め
る
こ
と
が
で
き
る
。

　
以
上
か
ら
は
、
都
市
と
農
村
と
は
ブ
リ
ッ
ク
レ
の
主
張
す
る
よ
う
に
理
念
的
に
連
合
し
た
の
で
は
な
く
、
個
々
の
利
害
の
一
致
に
お
い
て
同

盟
し
た
り
、
行
動
を
共
に
し
た
に
す
ぎ
な
い
と
す
る
ス
コ
ッ
ト
の
指
摘
の
妥
当
性
を
認
め
る
こ
と
が
で
き
る
。

　
さ
ら
に
、
農
民
戦
争
に
お
け
る
都
市
と
農
村
の
齪
酷
に
つ
い
て
は
、
も
う
一
つ
の
要
因
を
指
摘
で
き
る
の
で
は
な
い
か
と
考
え
る
。
前
述
の

四
月
一
八
日
、
カ
ピ
ト
、
ブ
ツ
ァ
ー
、
ツ
ェ
ル
が
≧
a
o
隊
農
民
団
の
説
得
に
向
か
っ
た
際
、
農
民
た
ち
は
司
祭
と
修
道
士
を
引
き
出
し
て
改

革
説
教
師
た
ち
と
対
峙
さ
せ
、
改
革
派
が
異
端
で
あ
る
こ
と
を
聖
書
を
も
っ
て
証
か
し
て
み
ろ
、
と
口
々
に
叫
ん
だ
と
報
告
書
は
伝
え
て
い
る
。

し
か
し
三
人
の
福
音
派
説
教
師
は
、
こ
こ
は
討
論
す
る
た
め
の
時
で
も
場
所
で
も
な
い
、
福
音
と
聖
な
る
真
実
は
全
く
別
の
場
所
と
状
況
を
求
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⑬

め
る
、
と
述
べ
て
、
公
開
討
論
を
拒
否
し
、
農
民
に
解
散
を
説
い
た
。
し
た
が
っ
て
こ
こ
で
は
、
前
述
の
よ
う
に
教
会
の
共
同
体
原
理
の
具
体

化
と
さ
れ
る
公
開
討
論
会
の
実
施
が
焦
点
だ
っ
た
こ
と
が
判
明
す
る
。

　
と
こ
ろ
で
そ
の
四
日
後
、
二
二
日
に
、
各
ツ
ン
フ
ト
へ
回
覧
さ
れ
た
カ
ピ
ト
の
警
告
状
が
あ
る
。
カ
ピ
ト
は
、
市
内
各
ツ
ン
フ
ト
の
「
公
権

H
市
参
事
業
」
へ
の
忠
誠
と
服
属
を
賞
賛
し
、
「
市
参
事
会
は
、
都
富
民
の
正
当
な
要
求
は
か
な
え
る
。
す
な
わ
ち
そ
れ
ぞ
れ
の
ゲ
マ
イ
ン
デ

は
、
気
に
入
っ
た
福
音
派
説
教
師
を
選
ぶ
こ
と
が
で
き
、
不
当
な
（
宗
教
上
の
）
濫
用
は
廃
止
す
る
」
と
述
べ
る
。
そ
し
て
（
カ
ル
ト
ジ
オ
会
の

ワ
イ
ン
荷
車
が
市
内
で
略
葎
さ
れ
た
こ
と
に
つ
い
て
）
そ
の
よ
う
な
こ
と
は
神
の
命
に
反
し
、
聖
な
る
福
音
に
背
く
ば
か
り
で
な
く
、
全
て
の
キ
リ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑭

ス
ト
教
徒
の
秩
序
、
良
き
行
政
に
背
く
も
の
で
あ
る
」
と
非
難
・
警
告
す
る
。
そ
れ
ぞ
れ
の
ゲ
マ
イ
ン
デ
は
気
に
入
っ
た
福
音
派
説
教
師
を
選

ぶ
こ
と
が
で
き
る
、
と
し
て
、
こ
れ
も
ゲ
マ
イ
ン
デ
が
聖
職
者
の
任
免
権
を
持
つ
と
い
う
「
教
会
の
共
同
体
原
理
」
を
述
べ
て
い
る
の
で
あ
る
。

　
つ
ま
り
、
同
じ
「
教
会
の
共
同
体
原
理
」
に
基
づ
い
た
主
張
が
、
こ
こ
で
は
「
市
参
事
会
は
都
市
民
の
正
当
な
要
求
は
か
な
え
る
」
と
、
市

参
事
会
の
主
導
・
統
制
に
よ
る
改
革
と
し
て
、
述
べ
ら
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
ブ
リ
ッ
ク
レ
は
改
革
運
動
に
お
け
る
福
音
主
義
、
と
り
わ
け

「
教
会
の
共
同
体
原
理
」
を
重
要
視
し
、
都
市
や
農
村
の
改
革
運
動
を
共
同
体
的
宗
教
改
革
と
と
ら
え
る
の
で
あ
る
が
、
そ
の
「
教
会
の
共
同

体
原
理
」
が
都
市
と
農
村
の
乖
離
の
要
因
に
な
っ
て
い
る
事
例
を
指
摘
で
き
る
の
で
あ
る
。

　
既
に
セ
イ
ビ
ー
ン
ら
は
中
世
末
の
農
村
の
階
層
分
化
を
明
ら
か
に
し
て
、
ブ
リ
ッ
ク
レ
ら
の
見
解
は
こ
の
点
を
軽
視
し
て
い
る
、
領
主
側
の

圧
力
と
と
も
に
下
層
民
の
不
満
が
農
民
戦
争
の
重
要
な
要
因
で
あ
る
と
批
判
し
て
い
る
。
こ
れ
へ
の
反
論
は
、
農
民
戦
争
自
体
に
お
い
て
は
下

層
民
と
の
分
裂
は
見
ら
れ
な
い
、
そ
う
し
た
対
立
を
示
す
証
拠
や
共
有
地
の
分
割
の
要
求
は
見
あ
た
ら
な
い
、
と
い
う
も
の
で
あ
っ
た
。
こ
の

点
で
～
五
二
五
年
六
月
の
農
民
の
証
雷
が
注
目
さ
れ
る
。

　
こ
れ
は
芝
《
α
q
2
路
蝕
露
出
身
の
ジ
ー
モ
ン
ω
《
ヨ
○
口
と
い
う
農
民
の
自
白
書
と
さ
れ
る
も
の
で
あ
る
。
そ
れ
に
よ
る
と
、
一
五
二
四
年
の

年
末
、
北
エ
ル
ザ
ス
の
≦
四
嵩
窪
寒
村
で
の
ル
タ
ー
派
の
説
教
の
折
、
お
よ
そ
八
○
人
が
教
会
か
ら
出
た
時
、
彼
ら
は
次
の
よ
う
に
決
め
た
、

と
い
う
。
芝
《
σ
q
Φ
誘
冨
巨
で
は
以
後
誰
か
が
去
っ
て
も
捕
ら
え
ら
れ
な
い
こ
と
、
そ
れ
は
権
利
で
あ
る
。
「
（
乏
冤
α
q
Φ
話
げ
Φ
冒
の
）
裁
判
の
参
審
人
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は
、
い
つ
も
彼
ら
に
敵
対
し
て
い
る
」
。
さ
ら
に
そ
こ
で
ま
と
め
ら
れ
た
要
求
内
容
と
し
て
は
、
一
、
全
て
の
共
有
地
を
、
貧
者
も
富
者
も
同

じ
様
に
互
い
に
分
割
し
た
い
。
二
、
小
十
分
の
一
税
の
拒
否
。
三
、
牧
師
レ
ン
ツ
ピ
①
嵩
が
農
民
の
十
二
箇
条
を
ゲ
マ
イ
ン
デ
の
前
で
朗
読
し

た
。
そ
の
内
容
を
す
べ
て
持
ち
た
い
。
四
、
水
、
森
、
氷
へ
の
魚
取
り
の
穴
、
牧
場
を
全
く
自
由
に
持
ち
た
い
。
五
、
皇
帝
、
あ
る
い
は
皇
帝

が
彼
ら
に
定
め
た
摂
政
以
外
の
領
主
の
拒
否
。
皇
帝
が
彼
ら
に
シ
ュ
ト
ラ
ー
ス
ブ
ル
ク
司
教
を
領
主
と
し
て
与
え
る
の
な
ら
ば
彼
を
認
め
る
が
、

そ
う
で
な
け
れ
ば
否
定
。
六
、
大
十
分
の
一
々
を
他
の
地
代
や
税
と
と
も
に
拒
否
。
正
当
な
も
の
は
彼
ら
の
お
上
に
提
供
す
る
。
あ
る
い
は
預

託
す
る
か
、
戦
費
に
使
う
か
、
仲
間
内
で
分
配
。
七
、
領
主
や
貴
族
、
聖
職
者
を
抹
殺
す
る
か
追
放
し
、
資
産
を
分
翻
す
る
と
計
画
し
た
。
さ

ら
に
、
そ
の
よ
う
な
こ
と
を
自
ら
行
う
か
、
手
伝
う
こ
と
が
、
こ
れ
ら
の
も
の
皆
の
意
志
で
あ
り
意
見
で
あ
っ
た
。
そ
し
て
以
上
の
よ
う
な
証

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑮

言
は
、
七
人
の
証
人
の
立
ち
会
い
の
下
で
強
要
さ
れ
ず
に
行
わ
れ
た
。
そ
し
て
剣
で
も
っ
て
裁
か
れ
た
、
と
あ
る
。

　
こ
こ
で
は
全
て
の
共
有
地
の
平
等
分
割
と
い
う
、
ま
さ
に
急
進
的
な
内
容
が
主
張
さ
れ
て
い
る
。
た
だ
し
こ
れ
は
尋
問
調
書
で
あ
る
た
め
、

自
白
が
ど
の
程
度
信
用
で
き
る
か
と
い
う
問
題
が
あ
る
。
実
際
、
七
の
聖
俗
を
問
わ
ぬ
領
主
の
抹
殺
・
追
放
と
い
っ
た
内
容
は
、
中
世
後
期
以

来
の
尋
問
調
書
に
パ
タ
ー
ン
化
し
て
い
る
と
指
摘
さ
れ
て
い
る
も
の
で
あ
る
。
し
か
し
二
か
ら
六
の
内
容
は
、
十
二
箇
条
を
は
じ
め
と
し
て
農

民
側
の
要
求
と
し
て
確
認
で
き
る
も
の
で
あ
る
。
そ
し
て
一
の
共
有
地
の
平
等
分
割
と
い
う
内
容
は
、
こ
の
場
合
、
領
主
側
に
は
直
接
の
利
害

関
係
は
な
い
と
考
え
ら
れ
る
こ
と
か
ら
、
こ
の
共
有
地
に
関
す
る
内
容
は
、
あ
る
程
度
信
用
で
き
る
の
で
は
な
い
か
。
こ
れ
が
正
し
い
と
す
る

と
、
全
体
と
し
て
十
二
箇
条
を
基
本
と
す
る
要
求
に
同
調
し
て
い
て
も
、
一
方
で
自
ら
の
要
求
と
し
て
共
有
地
の
平
等
分
割
を
求
め
る
急
進
的

な
声
が
あ
っ
た
こ
と
を
認
め
ら
れ
る
だ
ろ
う
。

　
し
か
し
な
が
ら
エ
ル
ザ
ス
地
方
の
農
民
戦
争
で
は
、
先
に
み
た
よ
う
に
共
有
地
の
問
題
に
つ
い
て
は
、
い
ず
れ
の
要
求
で
も
共
同
体
へ
の
返

還
や
共
同
体
の
管
理
権
が
主
張
さ
れ
、
分
割
を
求
め
る
史
料
は
登
場
し
な
か
っ
た
。
先
に
検
討
し
て
き
た
よ
う
な
共
同
体
問
、
そ
し
て
と
く
に

共
同
体
内
の
対
立
に
つ
い
て
は
、
別
業
で
す
で
に
指
摘
し
た
よ
う
に
、
エ
ル
ザ
ス
地
方
に
お
い
て
も
宗
教
改
革
前
に
は
共
同
体
内
の
階
層
格
差

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑯

の
拡
大
に
よ
っ
て
む
し
ろ
深
刻
化
し
て
い
た
の
で
あ
る
。
し
か
し
そ
れ
に
も
関
わ
ら
ず
、
こ
の
地
方
で
農
村
内
で
下
層
民
側
か
ら
の
共
有
地
の
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分
配
と
い
っ
た
運
動
が
表
面
化
し
な
か
っ
た
こ
と
、
そ
も
そ
も
農
民
の
運
動
が
、
困
窮
化
し
て
い
た
下
層
民
に
よ
る
急
進
化
を
み
る
こ
と
な
く
、

む
し
ろ
比
較
的
富
裕
な
農
民
や
村
役
人
な
ど
名
望
家
層
に
よ
っ
て
推
進
さ
れ
、
と
く
に
教
会
・
修
道
院
に
対
し
て
激
し
く
、
世
俗
領
主
な
ど
に

対
し
て
は
比
較
的
慎
重
な
運
動
を
見
せ
た
こ
と
は
、
何
を
意
味
し
、
何
を
背
景
と
し
て
い
る
の
で
あ
ろ
う
か
。
次
に
こ
の
点
を
考
察
し
て
結
び

に
か
え
た
い
。

①
℃
Ω
胡
w
審
．
込
。
ω
O
．

②
津
磐
N
“
◎
N
ミ
N
§
り
審
．
竃
α
“
ω
．
濠
∵
心
獄
罫
宰
為
9
ω
．
四
面
－
伊
ま
た
前
間

　
良
爾
「
ド
イ
ツ
農
民
戦
争
に
お
け
る
過
激
派
の
性
格
」
『
史
淵
㎞
八
四
、
一
九
六

　
一
も
参
照
。

③
、
Ω
携
薯
μ
ミ
ρ

④
　
、
Ω
捻
曽
ω
■
一
畠
－
〉
ロ
ヨ
誌
．

⑤
”
。
罫
蜜
仁
Φ
曾
亀
2
毒
伍
U
Φ
〔
匙
し
・
霧
需
寡
Φ
魯
①
乙
睾
ω
p
器
ヨ
ざ
Φ
σ
q
甲
ω
．

　
ト
っ
一
蒔
1
0
．

⑥
U
。
厳
p
σ
Q
Φ
H
－
魯
ミ
Ψ
℃
．
刈
①
．

⑦
㌘
き
N
忌
興
じ
d
窯
Φ
諺
臣
。
σ
q
一
ヨ
匹
ω
β
ω
．
①
G
。
．

⑧
こ
u
帥
ω
。
ぎ
算
い
、
鍵
ω
葺
㊦
a
8
嚇
誘
青
翠
①
α
ω
窃
綜
①
こ
勉
9
g
凹
き
鼠
住
Φ

　
竃
葭
窪
。
げ
も
・
癖
G
。
■

⑨
〆
穿
廷
Φ
乙
①
斜
N
ミ
O
§
》
§
尉
憂
⇔
σ
ミ
§
N
ぎ
馨
蝕
N
恕
栽
軽
跨
§
§
ら
ミ
§
真

　
一
〇
Q
Q
o
蒔
　
ω
・
卜
⊃
駆
一
9

⑩
§
卸
罵
り
①
．

⑪
建
罫
ψ
δ
ピ

⑫
寄
竈
”
冨
α
q
信
窪
Φ
伍
Φ
。
。
喝
曙
。
・
餌
濤
留
霧
賦
く
鋤
濠
①
臼
寄
畔
ω
毛
豊
Φ
同
も
．

　
一
魑
蒔

⑬
℃
Ω
跨
甲
屋
■
卜
。
委
し
■
ω
．
し
u
窪
β
§
§
§
駄
b
d
国
§
§
同
。
。
①
ρ
ω
．
繊
。
。
｛
．

⑭
じ
ご
磐
β
。
唱
．
鼻
」
ω
．
鵠
轡

⑮
悶
．
ω
魯
琶
げ
g
b
睾
譜
ミ
§
偽
b
σ
織
§
句
誌
山
勢
§
隷
§
鷺
＄
神
§
漉
き
臣
．

　
N
一
〇
Q
①
《
客
「
．
ω
卜
⊃
郵

⑯
拙
稿
「
農
民
戦
争
に
い
た
る
エ
ル
ザ
ス
農
村
の
社
会
経
済
状
況
に
つ
い
て
」

　
『
京
都
府
立
大
学
学
術
報
告
・
人
文
㎞
四
八
、
　
一
九
九
六
。
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む
　
す
　
び
　
に

　
こ
れ
ま
で
の
検
討
を
ま
と
め
る
と
、
エ
ル
ザ
ス
・
オ
ル
テ
ナ
ウ
地
方
の
農
民
戦
争
の
特
徴
と
し
て
は
、
急
進
派
・
穏
健
派
の
対
立
を
示
す
事

態
は
明
確
で
は
な
く
、
農
民
の
目
的
や
組
織
、
行
動
に
は
　
貫
性
が
認
め
ら
れ
る
こ
と
、
そ
の
原
國
と
し
て
は
、
共
同
体
の
指
導
層
、
富
裕
農

民
が
共
同
体
を
中
心
と
し
た
形
で
運
動
を
ま
と
め
て
い
っ
た
こ
と
が
大
き
な
要
因
と
し
て
推
定
で
き
る
こ
と
、
そ
し
て
こ
の
よ
う
な
編
成
が
運

動
の
限
界
も
内
包
し
た
こ
と
を
指
摘
で
き
た
。
で
は
、
な
ぜ
共
同
体
の
指
導
層
を
中
心
と
し
た
富
裕
農
民
が
、
　
面
で
は
急
進
的
な
蜂
起
を
指
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表（2）Hanau伯領　村落共同体の関係記録

1499年6月26日，Mietesheimのシュルトハイス，村長，4名の参審人が村の名前において全権

　　　　をもって，またLichtenberg伯の同意をえて，　Schweighausen修道院に毎年10Gulden

　　　　分のレンテンを800Guldenで売却。

ユ499年6月28日，Ingweilerのシュルトハイス，村長，誓約衆の連名。警鐘で召集されたIng・

　　　　weilerゲマインデの名前において全権をもって，またLichtenberg伯の同意をもって，

　　　　Hageneu市民に毎年8．5Guldenの収益のある土地を150Guldenで売却。

1499年11月14日，Morsbronn村長，シュルトハイス，全誓約衆は，ゲマインデの名前で誓願。

　　　　Morsbronnの共有地から毎年2．5Guldenの収益のある土地を50Guldenで売却。

1499年11月26日，Offweilerの誓約衆，荘官，ゲマインデの達名で請願。∫unker　J．v，　Feger－

　　　　sheimによって引き受けられた120Gulden栢当のレンテンのために，村の利用権を質

　　　　入れしたい。

1500年9月9日，Mietesheimのシュルトハイス，村長，誓約衆，ゲマインデの名前で

　　　　Zweibrucken・Bitsch伯とLichtenberg伯に請願。アルメンデのいくつかの土地

　　　　80Gulden相当をベギン会修道院に売却したい。

（出典　 Lichtenberger　Urkunden，　bearb．　F．　Battenberg，　Bd．4，1996，　Nr．5359，60，65，70，5442）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
①

平
し
て
い
く
こ
と
に
な
っ
た
の
か
。
最
後
に
こ
の
点
を
考
察
し
て
む
す
び
に
か
え
た
い
。

　
エ
ル
ザ
ス
地
方
の
農
民
戦
争
で
は
、
先
に
み
た
よ
う
に
共
同
体
自
治
を
脅
か
す
領
主

一
般
に
対
す
る
闘
争
と
い
う
性
格
は
、
北
部
エ
ル
ザ
ス
の
農
民
団
の
敗
北
ま
で
は
他
の

地
方
ほ
ど
明
白
で
は
な
く
、
宗
教
改
革
理
念
、
さ
ら
に
は
反
教
権
主
義
に
も
と
つ
く
要

求
が
な
さ
れ
、
聖
界
領
主
へ
の
攻
撃
が
苛
烈
で
あ
っ
た
。
も
う
一
度
整
理
し
て
お
く
と
、

具
体
的
に
は
、
聖
職
者
に
福
音
説
教
や
改
革
の
遵
守
を
求
め
る
と
い
う
宗
教
改
革
理
念

に
基
づ
く
要
求
の
ほ
か
、
修
道
院
の
解
散
や
教
会
の
財
産
、
十
分
の
一
税
、
賃
租
台
帳

な
ど
の
破
棄
と
い
っ
た
宗
教
改
革
以
前
か
ら
の
経
済
的
な
問
題
が
焦
点
に
な
っ
て
お
り
、

ま
た
教
会
裁
判
・
罰
金
、
手
数
料
、
諸
費
用
へ
の
不
満
、
借
財
に
関
わ
る
係
争
の
不
満

も
主
張
さ
れ
て
い
た
。

　
こ
れ
ら
の
不
満
の
背
景
は
、
単
に
こ
の
地
方
に
修
道
院
な
ど
三
界
領
主
が
多
か
っ
た

と
い
う
こ
と
だ
け
で
は
な
い
。
こ
の
こ
と
を
明
ら
か
に
す
る
手
が
か
り
と
し
て
、
農
民

戦
争
以
前
の
共
同
体
の
経
済
状
況
に
関
わ
る
記
録
を
調
べ
て
み
る
と
、
注
目
さ
れ
る
も

の
と
し
て
、
共
有
地
が
共
同
体
に
よ
っ
て
売
却
さ
れ
た
り
、
借
入
の
抵
当
に
さ
れ
る
と

い
う
現
象
が
認
め
ら
れ
る
。
表
②
参
照
。

　
こ
れ
は
エ
ル
ザ
ス
地
方
蒙
。
穿
Φ
ロ
げ
曾
α
q
の
一
領
主
、
国
き
き
領
で
の
一
四
九
九
年

号
一
五
〇
〇
年
の
二
年
泥
け
の
記
録
で
あ
る
が
、
こ
の
よ
う
な
共
同
体
の
資
金
不
足
が

起
こ
っ
た
原
因
は
、
別
稿
で
検
討
し
た
よ
う
に
、
時
期
か
ら
み
て
、
農
業
生
産
と
販
売

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
②

価
格
の
変
動
が
拡
大
し
た
こ
と
に
よ
る
、
農
民
の
借
入
の
拡
大
が
考
え
ら
れ
る
。
そ
し
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て
そ
の
最
大
の
債
権
者
は
、
こ
の
地
方
の
場
合
多
く
の
所
領
を
持
っ
て
い
た
反
歯
領
主
、
と
く
に
修
道
院
で
あ
っ
た
。
し
か
も
返
済
を
め
ぐ
る

係
争
を
扱
っ
た
の
が
教
会
裁
判
で
あ
っ
た
。

　
そ
こ
で
は
共
同
体
の
連
帯
責
任
が
問
わ
れ
、
共
同
体
が
教
会
罰
を
も
っ
て
威
嚇
さ
れ
た
り
、
村
長
や
村
役
入
が
責
任
を
問
わ
れ
て
処
罰
を
受

け
た
り
し
た
。
こ
の
こ
と
が
こ
の
地
方
の
共
同
体
の
指
導
層
が
急
進
的
な
蜂
起
を
指
導
し
て
い
っ
た
大
き
な
原
因
と
考
え
ら
れ
る
。
指
導
層
か

ら
す
れ
ば
共
有
地
を
確
保
す
る
こ
と
は
、
共
同
体
で
の
自
己
の
既
得
権
を
守
る
こ
と
に
な
る
の
は
も
ち
ろ
ん
、
下
層
民
の
負
担
を
軽
減
し
、
借

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
③

財
の
返
済
を
す
す
め
さ
せ
る
こ
と
が
、
自
ら
の
負
担
を
軽
減
す
る
こ
と
に
つ
な
が
っ
た
の
で
あ
る
。

　
体
僕
制
の
問
題
も
こ
れ
と
同
じ
文
脈
で
と
ら
え
ら
れ
る
。
こ
の
地
域
で
は
体
僕
の
数
は
他
の
地
域
と
比
べ
て
比
較
的
少
な
か
っ
た
し
、
オ
ル

テ
ナ
ウ
地
区
で
は
エ
ル
ザ
ス
よ
り
多
い
と
言
っ
て
も
、
そ
の
負
担
は
比
較
的
軽
微
で
あ
っ
た
。
し
か
し
他
の
領
主
の
軍
士
が
村
内
に
い
た
場
合
、

共
同
体
に
税
負
担
が
課
せ
ら
れ
た
り
、
裁
判
な
ど
で
村
内
に
軋
礫
を
生
じ
た
り
し
た
た
め
に
、
共
同
体
自
治
の
観
点
か
ら
、
体
僕
制
に
対
す
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
④

反
発
は
強
か
っ
た
の
で
あ
る
。

　
農
村
共
同
体
の
自
治
の
実
態
は
、
富
農
に
よ
っ
て
独
占
さ
れ
て
い
た
。
共
有
地
の
管
理
、
保
有
地
に
関
す
る
訴
訟
、
村
落
裁
判
を
鼠
子
と
し

て
、
農
民
に
対
す
る
支
配
権
を
富
裕
農
罠
が
握
る
と
い
う
状
況
に
あ
っ
た
。
一
方
で
農
村
共
同
体
は
、
既
に
中
世
末
に
は
階
層
分
化
に
よ
っ
て
、

ま
た
領
主
等
の
圧
力
に
よ
っ
て
危
機
に
直
面
し
て
い
た
。
こ
の
よ
う
な
共
同
体
を
再
活
性
化
す
る
こ
と
は
、
共
同
体
に
お
い
て
従
来
か
ら
権
益

を
得
て
い
た
者
の
利
益
を
守
る
こ
と
に
他
な
ら
な
い
。
つ
ま
り
農
村
共
同
体
の
中
心
で
あ
っ
た
富
裕
な
農
民
層
が
、
従
来
の
体
制
を
維
持
・
拡

大
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
既
得
権
益
の
維
持
・
拡
大
を
は
か
っ
た
と
い
う
性
格
が
認
め
ら
れ
る
で
あ
ろ
う
。

　
農
民
団
の
要
求
は
、
討
論
会
に
よ
る
教
義
・
正
当
性
の
確
認
、
福
音
を
説
く
聖
職
者
の
共
同
体
に
よ
る
維
持
、
聖
書
を
正
当
根
拠
と
す
る
社

会
改
革
を
主
張
し
て
い
た
。
別
稿
で
検
討
し
た
よ
う
に
、
宗
教
的
役
割
を
含
め
て
、
農
村
共
同
体
の
社
会
的
役
割
を
強
化
し
よ
う
と
す
る
動
き

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑤

は
、
宗
教
改
革
以
前
、
中
世
末
期
に
は
既
に
明
確
に
認
め
ら
れ
る
。
以
上
の
点
で
は
、
神
の
法
の
主
張
は
こ
の
よ
う
な
動
向
に
沿
う
も
の
で
あ

り
、
農
村
共
同
体
の
社
会
的
役
割
を
強
化
し
、
神
学
的
に
正
当
化
す
る
も
の
で
あ
っ
た
と
し
て
、
農
民
戦
争
を
共
同
体
的
宗
教
改
革
と
と
ら
え
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⑥

よ
う
と
す
る
ブ
リ
ッ
ク
レ
ら
の
見
解
は
、
理
念
的
に
は
有
効
と
い
え
よ
う
。

　
し
か
し
、
宗
教
改
革
理
念
の
浸
透
度
に
地
域
差
が
あ
り
、
要
求
書
の
内
容
に
革
薪
性
と
い
う
点
で
差
が
あ
っ
た
こ
と
は
さ
て
お
き
、
改
革
理

念
に
基
づ
い
た
先
の
よ
う
な
農
民
の
主
張
で
も
、
当
時
の
農
村
共
同
体
の
利
害
関
係
を
克
服
す
る
も
の
で
は
な
か
っ
た
。
従
来
の
共
同
体
の
枠

を
越
え
る
も
の
で
な
い
以
上
、
都
市
や
農
村
の
共
同
体
と
し
て
の
利
害
を
克
服
す
る
も
の
に
は
な
り
え
な
か
っ
た
。
し
た
が
っ
て
、
ブ
リ
ッ
ク

レ
の
主
張
を
「
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
と
し
て
の
コ
ミ
ュ
ー
ナ
リ
ズ
ム
」
と
「
実
態
と
し
て
の
共
同
体
」
を
混
同
し
て
い
る
、
「
平
民
の
革
命
」
の
議

論
は
、
こ
の
点
で
問
題
が
あ
り
、
誤
解
を
生
じ
さ
せ
る
も
の
で
あ
る
と
し
、
そ
れ
は
共
同
体
内
の
階
層
差
、
共
同
体
間
の
格
差
、
身
分
差
を
克

服
す
る
も
の
で
は
な
く
、
温
存
す
る
も
の
で
も
あ
っ
た
こ
と
を
見
落
と
さ
せ
る
、
と
す
る
ス
ク
リ
ー
ブ
ナ
ー
の
批
判
の
妥
当
性
を
確
認
で
き
る

だ
ろ
う
。
さ
ら
に
こ
こ
で
検
討
し
た
よ
う
に
、
「
教
会
の
共
同
体
理
念
」
そ
の
も
の
が
都
市
と
農
民
と
の
乱
篭
・
対
立
を
生
み
出
す
こ
と
が
あ

っ
た
こ
と
も
付
け
加
え
る
必
要
が
あ
る
。

　
ま
た
、
こ
の
地
方
の
場
合
に
は
、
共
同
体
の
再
生
に
よ
っ
て
自
己
の
権
益
を
守
ろ
う
と
し
た
富
農
層
を
中
心
と
し
て
、
早
く
か
ら
運
動
が
組

織
化
さ
れ
た
こ
と
に
特
徴
が
あ
る
が
、
そ
れ
は
彼
ら
の
利
害
を
反
映
し
、
下
層
農
民
の
不
満
を
押
さ
え
込
む
形
で
進
め
ら
れ
た
。
下
層
民
が
こ

れ
に
従
っ
た
の
は
、
既
存
の
共
同
体
が
運
動
の
主
体
と
な
っ
た
た
め
に
そ
の
統
制
力
が
効
力
を
も
っ
た
こ
と
、
ま
た
運
動
が
十
二
箇
条
に
代
表

さ
れ
る
よ
う
な
聖
書
や
神
の
法
な
ど
、
私
的
な
要
因
を
認
め
な
い
根
拠
に
基
づ
き
、
合
議
に
よ
る
決
定
が
隣
人
愛
の
実
践
と
し
て
正
当
化
さ
れ

た
こ
と
、
こ
れ
ら
が
彼
ら
を
運
動
に
同
調
さ
せ
、
そ
の
結
果
、
広
範
な
運
動
の
展
開
が
可
能
に
な
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
の
で
は
な
い
か
。

　
こ
こ
で
検
証
し
た
エ
ル
ザ
ス
・
オ
ル
テ
ナ
ウ
地
方
の
事
例
は
、
農
民
戦
争
の
一
地
方
の
事
例
で
は
あ
る
が
、
共
同
体
運
動
と
し
て
の
性
格
が

極
め
て
明
確
な
と
こ
ろ
に
特
徴
が
あ
る
も
の
で
あ
っ
た
。
そ
こ
で
の
焦
点
は
、
解
体
し
つ
つ
あ
る
共
同
体
、
そ
の
枠
組
み
を
再
活
性
化
す
る
こ

と
に
あ
っ
た
。
共
同
体
再
活
性
化
の
方
向
が
、
従
来
の
社
会
秩
序
を
温
存
す
る
も
の
で
あ
っ
た
以
上
、
農
民
団
が
、
組
織
の
点
で
従
来
の
共
同

体
の
枠
組
み
を
克
服
で
き
な
か
っ
た
の
は
む
し
ろ
当
然
で
あ
ろ
う
。
都
市
と
農
村
の
立
場
の
違
い
、
ま
た
農
村
ご
と
の
共
同
体
規
模
、
そ
れ
に

伴
う
共
同
体
再
編
成
へ
の
意
欲
の
違
い
、
こ
れ
ら
が
農
民
団
の
編
成
を
不
統
一
に
し
た
。
実
態
に
則
せ
ば
、
共
同
体
間
の
利
害
が
対
立
し
た
た
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め
に
、
組
織
編
成
が
難
し
く
な
っ
た
と
い
う
べ
き
で
あ
ろ
う
。
こ
の
よ
う
な
運
動
の
性
格
・
限
界
は
、
共
同
体
と
し
て
の
組
織
化
が
顕
著
で
あ

っ
た
こ
の
地
方
に
お
い
て
比
較
的
明
確
と
な
っ
た
わ
け
で
あ
る
が
、
農
民
戦
争
が
共
同
体
運
動
と
し
て
の
性
格
を
も
つ
と
す
る
な
ら
ば
、
他
の

地
方
の
事
例
に
も
程
度
の
差
は
あ
れ
、
認
め
ら
れ
る
と
推
測
で
き
る
だ
ろ
う
。
こ
れ
は
、
紙
数
の
都
合
で
検
討
で
き
な
か
っ
た
他
の
問
題
と
併

せ
て
、
今
後
の
課
題
と
し
た
い
。

　
①
拙
稿
「
農
民
戦
争
に
い
た
る
エ
ル
ザ
ス
地
方
の
社
会
経
済
状
況
に
つ
い
て
」
三
　

部
良
久
編
『
西
欧
申
世
史
』
（
下
）
ミ
ネ
ル
ヴ
ァ
書
房
、
一
九
九
五
、
二
〇
七
～
二

　
　
七
頁
以
下
参
照
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
三
二
頁
、
参
照
。

　
②
同
、
四
四
頁
以
下
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑥
こ
の
よ
う
な
要
求
の
根
拠
は
、
神
の
法
の
主
張
に
求
め
ら
れ
て
い
る
。
た
だ
し

　
③
同
、
三
七
頁
以
下
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
こ
れ
は
農
民
戦
争
前
、
既
に
ブ
ン
ト
シ
ュ
ー
に
も
登
場
し
て
い
た
。
古
き
法
と
の

　
④
同
、
三
九
～
四
一
頁
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
関
連
か
ら
宗
教
改
革
に
そ
の
意
義
を
還
元
す
る
点
で
も
、
ブ
リ
ッ
ク
レ
の
見
解
に

　
⑤
同
、
三
三
頁
以
下
、
拙
稿
「
教
会
と
民
衆
の
文
化
扁
朝
治
啓
三
・
江
川
温
・
服
　
　
は
問
題
が
あ
ろ
う
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
京
都
府
立
大
学
文
学
部
助
教
授
　
滋
賀
県
志
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Generational　lnheritance　of　Mirrors

by

MORISHITA　Shoji

　　Dutmg　the　Kofun　period，　bronze　min　ors　were　often　passed　down　frorn

generatioR　to　generation　in　contrast　to　other　items　which　were　buried　in　the　tomb

of　their　owners．　ln　this　paper，　1　indicate　that　this　custom　was　widespread　in　the

Kofun　period　by　showing　the　gaps　between　the　time　of　the　mirrors’production　and

the　time　of　the　tombs’construction　and　burial　of　the　rriirrors　in　the　tombs．　ln

some　cases，　a　series　of　regional　chieftains’tombs　have　several　mirrors　which　had

been　passed　down　through　several　generations．　Thus，　the　owner　of　the　mirrors

was　not　one　person，　but　the　lineage　or　clan　to　which　the　chieftain　beloRged．

From　this　point　of　view，　the　possesslon　and　inheritance　of　the　mirzrors　provide

important　clues　in　tracing　the　rise　and　decline　of　the　regional　chieftains．

Der　Bauernkrieg　in　ElsaB　und　Ortenau　als　die　Bewegung　der　Gemeinde

von

WATANABE　Shinn

　　Mehrere　Forschungen　Uber　den　deutschen　Bauernrkrieg　betoneR　seine

EigeRschaft　als　die　Bewegung　der　Gemeinde．　Als　ein　Beispiel，　das　die

gemeindlichen　Eigensckaften　und　Organisationen　am　starksten　hatte，　wird　der

Bauernkrieg　in　ElsaB　und　Ortenau　auf　seine　Prozesse，　Mitglieder　ttnd　lnstitutionen

untersucht．

　　1］｝ie　Eigenschaften　der　Bewegungen　von　Eisassischen　und　Ortenauischen　Bauern

waren　folgende．

1．　Die　Bewegungen　der　Bauem　in　Elsass　und　Ortenau　hielten　ihre

OrganisationeR，　die　von　Dorfgemeinden　enichtet’wurden．　lhre　Verlangen

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（606）



basierte　auf　dem　heiligen　Wort，　EvaRgelium，　besonders　dem　Gerneindeprinzip　der

Kirche，　das　von　Reformatoren　gepredigt　wurde．　Diese　Fakten　bestatigen　die

Lehre　tiber　die　Reformation　und　den　Baueml〈rieg，　die　von　P．　Blick｝e　und　seinen

Kollegen　aufgestellt　wurde．

2．　SchultheiBen，　Do血eister，　und　andere　Beamten　von　den　Dorfgemeinden　und

reichere　Bauern　nahmen　aktiv　aR　der　Bauern－Haufen　teg，　und　IMhrten　sie．　Sie

organisierteR　die　Bauern－Haufen　und　leiteten　ihre　Operationen．　Sie

beabsichtigten　WiederherstellungeR　der　Dorfgemeinden，　die　den　kritischen　Lagen

gegenifberstanden．　Die　Dorfgemeinden　wurden　durch　die　Ausbreitung　der

Unterschiede　zwischen　den　Reichen　und　den　Armen　im　Dorf　und　durch　die

herrschaftlichen　Dr｛icken　bedroht．　Vor　dem　Bauernkrieg　hatten　die　armen　Leute

die　Austeilung　der　Allmende　schon　verlangt．　Der　Zahlungsverzug　ihrer　Schulden

muBte　von　den　Beamten　oder　der　Gemeinde　entschadigt　werden．　Die

Wiederherstellung　der　Gemeinde　garantierte　den　Reichen　ihre　Privilegten　in　der

Gemeinde．

3．　Elstissische　Bauern　hatten　die　aufs　gtit　organisierten　Haufen　im　deutschen

Bauernkrieg，　die　auf　dem　Gemeindesystem　basierten．　Aber　das　System　setzte

gleichzeitig　den　Bauem－Hanfen　GrenzeR．　Es　gab　vor　ailem　Konflikte　in　Dorf，　und

zwischen　D6rfern，　oder　zwischen　Dorf　und　Stadt．　ln　diesen　Punkten　muB　die

These　der　”Emp6rung　des　gerneinen　Mannes”　von　Blickle　korrigiert　werden，　und

die　Kritiken　von　T．　Scott　oder　R．　Scribner　sind　richtig．　Auch　d“rften　wir　darauf

hinweisen，　daB　das　GemeindepriRzip　der　Kirche　selbst　Korulikte　zwischen　St6dten

und　Bauem－Haufen　verarsacht　hat．

Yuanshi　in　the　Han　period

by

NAKAYAMA　Shigeru

In　the　Han　period，　the　govemment　of　each　commandery　Gun　zz）　and　county

（xian県）was　staffed　by　a　few　high－ranking　oi丘cers　qppointed　by　the　emperor，　and

a　number　of　subordinates　appointed　by　the　officers　themselves．　ln　the　early　part

of　the　Former　Han　pehod，　these　subordinates　had　rariks　called　zushi（卒史），

（605）




